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１．法人の概要 

（１）基本情報 

項目 内容 

法人名称 学校法人愛知医科大学 

主たる事務所所在地 〒480-1195 愛知県長久手市岩作雁又１番地１ 

電話番号 0561-62-3311（代表）  

ＦＡＸ番号  0561-62-4866  

ホームページアドレス https://www.aichi-med-u.ac.jp/ 

 

（２）施設の状況 

種別  名称  所在地 ／ホームページアドレス 

本院 愛知医科大学病院 
愛知県長久手市岩作雁又１番地１ 

https://www.aichi-med-u.ac.jp/hospital/ 

分院 愛知医科大学メディカルセンター 
愛知県岡崎市仁木町字川越17番地 33 

https://www.aichi-med-u.ac.jp/medicalcenter/index.html 

分院 眼科クリニックＭｉＲＡＩ 
愛知県名古屋市東区東桜二丁目12番 1号 

https://aichi-med-eyecenter.jp/ 

 

（３）建学の精神 

本学は，新時代の医学知識，技術を身につけた教養豊かな臨床医，特に時代の要請に

応えて地域社会に奉仕できる医師を養成し，あわせて医療をよりよく発展向上させるた

めの医学指導者を養成することを目的とする。 

 そのため，医学を中心とした広汎な基礎的知識を授け，深い専門的技術を教授研究

し，心身ともに健康なる医師を養育し，その知的，道徳的能力及び社会的有用性の向上

を期している。 

 なお，私学の特性に鑑み，その自主性を重んじ，公共性を高めることによって，私立

医科大学の健全なる発展を図り，社会福祉，殊に地域医療に貢献するとともに，東南ア

ジアその他発展途上国の医療の進歩，向上に協力せんとする。 

 本学の修業年限は６年で，その間の教育に一貫性を期するとともに，研究の交流を図

るために，その組織を基礎科学，基礎医学，臨床医学の各部門にわかち，それぞれの緊

密なる連携を図ることにした。この点本学が新しい構想のもとに企画したところであ

り，本学の特色とするところである。かくして新しい「カリキュラム」をもって人間形

成及び創造性の啓発を図り，人命の尊厳を守り，ヒューマニズムに徹し，各自の自主

的，自発的勉学を尊重し，人間としての自覚にたった医学教育を目指しているのであ

る。 
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（４）学校法人の沿革 

年月 事項 

昭和46.12.25 愛知医科大学(医学部医学科)設置認可 

昭和47.１.28 附属病院(暫定病院)開設許可(名古屋市守山区森孝新田字元補11番地) 

昭和47.２.１ 附属病院(暫定病院)使用許可 

昭和47.４.11 医学部第１回入学式 

昭和49.１.28 新附属病院開設許可(愛知県愛知郡長久手町大字岩作字雁又21番地) 

昭和49.５.30 新附属病院使用許可 

昭和49.９.９ 高等看護学院設置認可 

昭和49.９.20 高等看護学院第１回入学式 

昭和51.９.20 高等看護学院を看護専門学校と改称 

昭和52.12.５ 法人名を学校法人愛知医科大学と改称 

昭和54.７.１ 附属病院救命救急センター開設 

昭和55.３.26 大学院医学研究科設置認可 

昭和55.６.４ 大学院医学研究科第１回入学式 

昭和56.３.30 看護専門学校入学定員変更(30名→50名) 

昭和56.４.23 情報処理センター設置 

昭和58.４.１ 加齢医科学研究所設置 

昭和58.４.20 メディカルクリニック開設許可(名古屋市東区東桜2丁目12番１号) 

昭和58.12.21 附属動物実験施設設置 

昭和60.４.１ 看護専門学校課程変更(２年課程昼間定時制→３年課程全日制) 

昭和62.10.１ 運動療育センター設置 

昭和63.４.１ 核医学センター設置，研究機器センター設置，分子医科学研究所設置，

附属図書館を医学情報センター(図書館)と改称，附属動物実験施設を動

物実験センターと改称 

平成４.３.24 看護専門学校入学定員変更(50名→100名) 

平成５.６.16 産業保健科学センター設置 

平成６.２.１ 附属病院が特定機能病院に承認 

平成８.３.28 附属病院救命救急センターが高度救命救急センターに指定 

平成11.12.22 看護学部看護学科設置認可 

平成12.４.５ 看護学部第１回入学式 

平成13.６.16 薬毒物分析センター設置 

平成14.１.１ 学際的痛みセンター設置 

平成14.４.26 看護専門学校廃止認可 

平成15.11.27 大学院看護学研究科設置認可 

平成16.４.１ 医学教育センター設置 

平成16.４.７ 大学院看護学研究科第１回入学式 

平成17.４.１ 病院名を愛知医科大学病院と改称 
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平成20.４.１ 総合医学研究機構設置，臨床試験センター設置，先端医学・医療研究拠

点設置，看護実践研究センター設置 

平成22.４.１ 総合医学研究機構を改組（動物実験センター，核医学センター，研究機

器センター，臨床試験センターを同機構の部門として統合） 

平成24.１.４ 長久手市市制施行に伴う所在地名地番の変更（愛知県長久手市岩作雁又

１番地１） 

平成24.３.31 先端医学・医療研究拠点廃止 

平成24.４.１ 先端医学研究センター設置 

平成26.４.23 新病院（中央棟）使用許可 

平成26.11.１ 災害医療研究センター設置 

平成27.４.１ 国際交流センター設置，シミュレーションセンター設置 

平成28.４.１ 先端医学研究センター廃止，研究創出支援センター設置 

平成29.４.１ 医学情報センター(図書館)廃止，情報処理センター廃止，総合学術情報

センター設置 

令和３.２.25 メディカルセンター開設許可（愛知県岡崎市仁木町字川越17番地33） 

令和３.３.18 メディカルセンター使用許可 

令和４.６.１ メディカルクリニックを眼科クリニックＭｉＲＡＩと改称 

令和４.７.１ 学際的痛みセンター廃止 

令和６.８.29 大学院看護学研究科博士後期課程設置認可 

令和６.９.１ アドミッションセンター設置 

令和７.４.１ クリニカルアナトミーセンター設置，看護実践研究センター廃止，ヘル

スケア共創センター設置 

 

（５）設置する学校・学部・学科等 

※ 平成24.1.4 長久手市市制施行に伴い，住所表示変更：長久手市岩作雁又1番地1 

 ◆学校 

名称 開設年月日 所在地 備考 

医学部医学科 昭和47. 4. 1 愛知郡長久手町大字岩作字

雁又21 

 

看護学部看護学科 平成12. 4. 1 同上  

大学院医学研究科 昭和55. 4. 1 同上  

大学院看護学研究科 平成16. 4. 1 同上  

高等看護学院 昭和49. 9.20 愛知郡長久手町大字岩作字

丸根78-1 

S51. 9.20 看護専門学

校に改称 

H14. 3.31 看護専門学

校廃止 
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◆病院 

名称 開設年月日 所在地 備考 

医学部附属病院 

（暫定病院） 
昭和47. 2. 1 名古屋市守山区森孝新田字

元補11 

 

医学部附属病院 昭和49. 5.30 愛知郡長久手町大字岩作字

雁又21 

H 6. 2. 1 特定機能病

院に承認 

H17. 4. 1 愛知医科大

学病院に改称 

附属病院救命救急セン

ター 
昭和54. 7. 1 同上 H 8. 3.28 高度救命救

急センターに指定 

メディカルクリニック 昭和58. 6. 1 名古屋市東区東桜2-12-1 R 4. 6. 1 眼科クリニ

ックMiRAI に改称 

メディカルセンター 令和3. 4. 1 岡崎市仁木町字川越17番地

33 

 

◆附属施設 

名称 開設年月日 所在地 備考 

附属図書館 昭和47. 4. 1 愛知郡長久手町大字岩作字

雁又21 

S63. 4. 1 医学情報セン

ター(図書館)に改称 

 H29. 4. 1 廃止 

情報処理センター 昭和56. 4.23 同上 H29. 4. 1 廃止 

加齢医科学研究所 昭和58. 4. 1 同上  

附属動物実験施設 昭和58.12.21 同上 S63. 4. 1 動物実験セ

ンターに改称 

運動療育センター 昭和62.10. 1 同上  

視聴覚教材センター 昭和63. 4. 1 同上 H17. 3.31 廃止 

核医学センター 昭和63. 4. 1 同上  

研究機器センター 昭和63. 4. 1 同上  

分子医科学研究所 昭和63. 4. 1 同上  

産業保健科学センター 平成 5. 6.16 同上  

薬毒物分析センター 平成13. 6.16 同上  

学際的痛みセンター 平成14. 1. 1 同上 R4. 7. 1 廃止 

医学教育センター 平成16. 4. 1 同上  

総合医学研究機構 平成20. 4. 1 同上 H22. 4. 1 改組 
（動物実験センター，核医学センタ

ー，研究機器センター，臨床試験セン

ターを同機構の部門として統合） 

臨床試験センター 平成20. 4. 1 同上  

先端医学・医療研究拠

点 
平成20. 4. 1 同上 H24. 3.31 廃止 

看護実践研究センター 平成20. 4. 1 同上  

先端医学研究センター 平成24. 4. 1 長久手市岩作雁又1番地 1 H28. 4. 1 廃止 

 

災害医療研究センター 平成26.11. 1 同上  

国際交流センター 平成27. 4. 1 同上  
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シミュレーションセン

ター 
平成27. 4. 1 同上  

研究創出支援センター 平成28. 4. 1 同上  

総合学術情報センター 平成29. 4. 1 同上  

 

（６）学校・学部・学科等の学生数の状況および収容定員充足率 

◆医学部医学科 

① 学生数 (単位：人) 

収容

定員 

入学

定員 
学年 

在籍学生数 

計 卒業者数 
1学年 2学年 3学年 4学年 5学年 6学年 

690 115 

男 73 61 65 68 74 68 409 59 

女 56 51 55 51 45 54 312 51 

計 129 112 120 119 119 122 721 110 

 

 ② 学生数（年次推移）(単位：人) 

年  度 
収容

定員 

入学

定員 

在籍学生数 
計 

収容定員 

充足率 
（％） 

卒業

者数 1学年 2学年 3学年 4学年 5学年 6学年 

Ｒ03年度 690 115 133 120 108 119 116 123 719 104.2 109 

Ｒ04年度 690 115 137 119 108 115 114 131 724 104.9 102 

Ｒ05年度 690 115 132 120 119 109 116 125 721 104.5 120 

Ｒ06年度 690 115 121 127 119 117 115 113 712 103.2 101 

Ｒ07年度 690 115 129 112 120 119 119 122 721 104.5 110 

 

 ③ 入試状況(単位：人) 

年 度 

一般選抜 大学入学共通テスト利用選抜 

志願

者数 

受験

者数 

合格

者数 

入学

者数 
区分 

志願

者数 

受験

者数 

合格

者数 

入学

者数 

Ｒ03年度 2,244 2,179 275 66 
前期 713 705 81 15 

後期 63 62 13 5 

Ｒ04年度 2,040 1,989 325 63 
前期 603 594 60 16 

後期 57 57 8 6 

Ｒ05年度 1,392 1,327 219 65 
前期 809 803 64 15 

後期 116 114 7 5 

Ｒ06年度 2,212 2,157 305 64 
前期 872 866 46 15 

後期 77 76 5 4 

Ｒ07年度 2,179 2,117 243 69 
前期 988 979 51 15 

後期     
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年 度 

愛知県地域特別枠 学校推薦型選抜 

区分 
志願

者数 

受験

者数 

合格

者数 

入学

者数 
区分 

志願

者数 

受験

者数 

合格

者数 

入学

者数 

Ｒ03年度 
Ａ方式 25 25 5 5 

公募制 106 105 20 20 
Ｂ方式 35 35 13 5 

Ｒ04年度 
Ａ方式 12 12 2 2 

公募制 96 95 20 20 
Ｂ方式 41 41 25 8 

Ｒ05年度 
Ａ方式 12 12 4 4 

公募制 79 77 20 20 
Ｂ方式 47 47 12 6 

Ｒ06年度 
Ａ方式 13 13 5 5 

公募制 84 83 20 20 
Ｂ方式 41 41 10 5 

Ｒ07年度 
Ａ方式 20 20 7 7 

公募制 85 84 20 20 
Ｂ方式 76 76 3 3 

 

年 度 

国際バカロレア選抜 

志願

者数 

受験

者数 

合格

者数 

入学

者数 

Ｒ03年度 3 3 2 0 

Ｒ04年度 2 2 2 1 

Ｒ05年度 5 5 2 1 

Ｒ06年度 5 5 3 2 

Ｒ07年度 3 3 3 2 

 

 ④ 医師国家試験合格者及び合格率 

年度 

新卒者 既卒者 総数 

合格者数 

（人） 

合格率 

（％） 

合格者数 

（人） 

合格率 

（％） 

合格者 

（人） 

合格率 

（％） 

Ｒ03年度 96 94.1 2 33.3 98 90.7 

Ｒ04年度 115 100 4 50 119 96.7 

Ｒ05年度 118 98.3 0 0 118 96.7 

Ｒ06年度 99 98.0 2 33.3 101 94.4 

Ｒ07年度 103 93.6 2 40.0 105 91.3 
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◆看護学部看護科 

 ① 学生数（単位：人） 

収容

定員 

入学

定員 
学年 

在籍学生数 

計 卒業者数 
1学年 2学年 3学年 4学年 

400 100 

男 8 9 9 3 29 3 

女 96 127 95 94 412 92 

計 104 136 104 97 441 95 

 

 ② 学生数（年次推移）(単位：人) 

年  度 
収容

定員 

入学

定員 

在籍学生数 

計 

収 容 

定 員 

充足率 
（％） 

卒業者数 
1学年 2学年 3学年 4学年 

Ｒ03年度 400 100 104 107 96 106 413 103.3 105 

Ｒ04年度 400 100 107 107 100 96 410 102.5 95 

Ｒ05年度 400 100 103 110 99 100 412 103.0 97 

Ｒ06年度 400 100 130 115 97 100 442 110.5 99 

Ｒ07年度 400 100 104 136 104 97 441 110.3 95 

 

 ③ 入試状況（一般選抜・学校推薦型選抜）（単位：人） 

年 度 

一般選抜 学校推薦型選抜 

志願

者数 

受験

者数 

合格

者数 

入学

者数 
区分 

志願

者数 

受験

者数 

合格

者数 

入学

者数 

Ｒ03年度 522 516 218 70 
指定校制 17 17 17 17 

公 募 制 45 45 15 15 

Ｒ04年度 470 465 208 64 
指定校制 17 17 17 17 

公 募 制 46 46 14 14 

Ｒ05年度 421 416 232 57 
指定校制 17 17 17 17 

公 募 制 36 36 15 15 

Ｒ06年度 400 396 213 66 
指定校制 12 12 12 12 

公 募 制 45 44 20 20 

Ｒ07年度 456 445 195 41 
指定校制 19 19 19 19 

公 募 制 78 78 22 22 
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 ④ 入試状況（社会人・大学入学共通テスト利用選抜）（単位：人） 

年 度 

社会人特別選抜 大学共通テスト利用選抜 

志願

者数 

受験

者数 

合格

者数 

入学

者数 
区分 

志願

者数 

受験

者数 

合格

者数 

入学

者数 

Ｒ03年度 2 2 0 0 
Ａ方式 298 298 84 1 

Ｂ方式 191 189 79 1 

Ｒ04年度 2 2 2 2 
Ａ方式 217 217 114 9 

Ｂ方式 136 135 79 1 

Ｒ05年度 3 2 1 1 
Ａ方式 266 266 170 9 

Ｂ方式 179 178 119 4 

Ｒ06年度 1 1 1 1 
Ａ方式 246 246 176 21 

Ｂ方式 169 167 128 10 

Ｒ07年度 1 1 0 0 
Ａ方式 295 295 140 10 

Ｂ方式 190 190 112 7 

 

⑤ 国家試験合格者及び合格率 

年 度 

看護師国家試験 保健師国家試験 

合格者数（人） 合格率（％） 合格者数（人） 合格率（％） 

新卒者 既卒者 新卒者 既卒者 新卒者 既卒者 新卒者 既卒者 

Ｒ03年度 105 0 100 0 15 - 100 - 

Ｒ04年度 95 - 100 - 15 - 100 - 

Ｒ05年度 96 - 99 - 15 - 100 - 

Ｒ06年度 99 1 100 100 15 0 100 0 

Ｒ07年度 93 0 98 - 13 2 87 100 

 

◆大学院 

 ① 学生数（単位：人） 

研究科名 
収容

定員 

入学

定員 

在籍学生数 収容定員 

充 足 率

（％） １学年 ２学年 ３学年 ４学年 計 

医学研究科（博士課程） 120 30 28 25 26 30 109 90.8 

看護学研究科（修士課程） 30 15 14 16   30 100.0 

看護学研究科（博士課程後期） 12 4 6 0 0  6 50.0 

 

 ② 学位授与者数（Ｒ07年度）（単位：人） 

研究科名 課程博士 論文修士 課程修士 

医学研究科 20 4  

看護学研究科   8 
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 ③ 大学院研究生数（単位：人） 

研究科名 研究生数 

医学研究科  10 

 

◆研究員数（単位：人） 

名称 研究員数 

 研究員 332 

 客員研究員 47 

 外国人研究員 3 

 

（７）役員・評議員の概要 

◆役員 （Ｒ7.6.1現在） 

理事  定員数 15人以上17人以内 

任期  選任後３年以内に終了する会計年度のうち最終のものに関する定時評議員会の終結 

の時まで 

監事  定員数 ２人 

任期  選任後３年以内に終了する会計年度のうち最終のものに関する定時評議員会の終結

の時まで 

区 分 氏 名 
常勤・非常勤

の別 
主な役職 

理事長 祖父江 元 常 勤 
平 28.５.１ 理事就任 

平 31.１.28 理事長就任 

理 事 天野 哲也 常 勤 
令７.４.１ 理事就任 

（副学長，病院長，医学部教授） 

理 事 伊藤 恭彦 常 勤 
令４.１.28 理事就任 

（経営戦略推進本部兼医学部特命教授） 

理 事 岩船 徹雄 常 勤 
令３.４.１ 理事就任 

（法人本部長） 

理 事 笠井 謙次 常 勤 
令４.４.１ 理事就任 

（副学長，医学部長，医学部教授） 

理 事 道勇  学 常 勤 
令３.４.１ 理事就任 

（経営戦略推進本部特命教授） 

理 事 羽生田正行 常 勤 
平 26.６.１ 理事就任 

（メディカルセンター病院長，医学部特命教授） 

理 事 羽根田雅巳 常 勤 
平 21.６.１ 理事就任 

（事務局長） 

理 事 若杉 里実 常 勤 
令６.４.１ 理事就任 

（副学長，看護学部長，看護学部教授） 

理 事 齋藤  勉 非常勤 令４.１.28 理事就任 

理 事 加藤 雅通 非常勤 令７.６.１ 理事就任 

理 事 長谷川好規 非常勤 令７.１.28 理事就任 
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理 事 福澤 嘉孝 非常勤 令３.10.１ 理事就任 

理 事 真能 秀久 非常勤 令４.１.28 理事就任 

理 事 横尾 和久 非常勤 令７.１.28 理事就任 

監 事 山口 悦郎 常 勤 令７.１.28 監事就任 

監 事 林  清博 非常勤 平 26.５.30 監事就任 

 

◆役員賠償責任保険 

 保険期間：令和７年４月１日午後４時から令和８年４月１日午後４時まで 

 補償内容：役員に関する補償 10億円（支払限度額） 

 

◆責任限定契約に関する事項 

本法人においては、寄附行為に定めがなく、責任限定契約は締結しておりません。 

 

◆責任免除に関する決議等に関する事項 

本法人の寄附行為においては、役員等の責任免除に関する定めを設けておりますが、当該 

事業年度においては、責任免除に係る決議その他の手続は実施しておりません。 

 

◆評議員 

氏 名 主な役職 

泉  雅之 看護学部長補佐，看護学部教授 

井上 里恵 副院長，看護部長 

佐藤 元彦 副学長，医学部教授 

中野 正吾 副院長，医学部教授 

細川 好孝 医学部教授 

大輪 芳裕 医学部同窓会副理事長，非常勤 

佐藤  輔 看護学部同窓会理事，非常勤 

早川 俊彦 医学部同窓会副理事長，非常勤 

浅井 健次 非常勤 

伊藤 健吾 非常勤 

金森 俊輔 非常勤 

高安 正和 非常勤 

田上  寛 看護学部父母会会長，非常勤 

野場 万司 医学部後援会副会長，非常勤 

早川 真人 非常勤 

八島 妙子 非常勤 

山根 則夫 非常勤 
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（８）会計監査人の概要 

１．会計監査人の定員数  １法人  

２．会計監査人の名称又は氏名  有限責任監査法人トーマツ  

３．就任年月日  令和７年５月26日  

 

（９）理事選任機関の概要 

理事の選任及び解任等に関する事項は，学校法人愛知医科大学寄附行為第４章「理事

会及び理事」第１節「理事の選任及び解任等」において定められており，当該規定に基

づき，理事の選任及び解任を行っている。 

 

（10）教職員の概要（単位：人） 

区  分 教職員数 

学  長 1 

教育職員 

教授 75 

教授（特任） 45 

准教授 52 

准教授（特任） 18 

講師 92 

助教 182 

医院助教 102 

専修医 107 

事務職員他 

事務職員 281 

技術技能職員 104 

業務職員 24 

医療職員 541 

看護職員 1,251 

合  計 2,875 
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（11）施設の概要 ※土地面積には借地を含む。 

施設の名称 完成(竣工)年月日 
建築面積

(㎡) 

延床面積

(㎡) 

土地面積

(㎡) 

大学本館(１号館) 平成11年９月６日 4,711.24 18,031.25 
11,531.78 

守衛所(大学本館の附属建物) 平成12年３月９日 24.00 6.60 

研究棟(２号館) 昭和48年５月10日 4,791.52 16,924.83 7,449.00 

基礎科学棟(３号館) 昭和46年６月３日 1,839.00 3,176.60 5,800.80 

看護学部棟(４号館) 平成12年３月３日 1,323.18 3,767.03 241.00 

総合実験研究棟(５号館) 昭和63年３月30日 1,033.32 4,092.06 
3,566.00 

動物実験センター(５号館) 昭和53年 12月 25日 857.14 898.27 

体育館・運動療育センター(６号館) 昭和57年 11月 17日 3,281.35 7,076.11 4,461.00 

医心館（７号館） 
平成21年８月31日 1,734.97 

3,390.97 
4,768.73 

廃棄物保管庫 9.74 

中央棟 

平成25年 11月 30日 12,728.5 

85,755.82 

65,306.42 

自家発電機棟 552.85 

マニホールド棟 32.50 

Ｃ棟 昭和56年 12月 16日 2,080.31 16,929.68 

Ｄ棟 昭和63年３月18日 1,915.77 11,326.03 

新立体駐車場 

平成21年５月15日 
5,230.03 

22,407.36 

車庫棟 533.26 

新ガスガバナー室  52.64 

アメニティ棟 
平成29年４月21日 1,218.69 

1,178.62 

バスロータリー  

ドクターヘリ格納庫 平成30年３月31日 354.85 320.41 

燃料庫   34.44 

別棟(スターバックスコーヒー) 令和４年９月７日 277.41 228.68 

救急・災害管理棟 令和６年２月７日 290.40 871.20 

保育所 平成21年３月31日 470.66 362.13 1,581.00 

メディカルクリニック 昭和58年４月６日 1,984.38 2,714.63 1,284.81 

雁又グラウンド    11,169.00 

寅山グラウンド（器具庫・トイレ） 平成19年２月８日 237.04 133.04 56,010.00 

クラブハウス 昭和61年 12月 10日 552.00 1,152.74 1,112.00 

特高変電所    1,890.00 

駐車場    89,036.94 

その他(遊休地)    28,982.71 

旧橘寮跡地    528.92 

メディカルセンター 平成27年３月31日 4,455.00 16,792.38 16,501.48 

合      計  51,390.76 218,751.87 311,221.59 
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２  事 業 の 概 要 
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２．事業の概要 

（１）主な教育・研究活動の概要 

  ＜医学部・大学院医学研究科＞ 

ア 医学教育分野別認証評価の受審 

令和元年９月に日本医学教育評価機構（JACME）の医学教育分野別認証評価を受審し

ました。その結果，世界医学教育連盟のグローバル・スタンダードを踏まえた評価基準

に適合していることが認定されました。認定期間は令和２年６月１日から令和９年５月

31日までの７年間です。このことに伴い，部分適合と判定された項目を中心に改善に向

けた取り組みについて具体化して年次報告書を作成の上，同機構へ提出しました。 

年次報告書は，毎年の提出が求められており，令和７年度においても昨年度と同様，

多くの教員が参加するＦＤ形式により，各領域別グループメンバーが部分適合項目の改

善に向けた検討を進め，更にグループメンバーと医学部長，医学教育センター長協働に

よる加筆修正を経て年次報告書として完成させ，同機構へ提出しました。 

また，これまでの年次報告書を踏まえ，２巡目受審（令和８年10月）に係る自己点検

報告書の作成を開始しました。 

イ 国家試験対策，学力強化について 

６学年次生の医師国家試験対策として予備校講師による面談・講義（総合試験対策等）,

模擬試験を４回，確認テストを５回実施し，５学年次生に対しても予備校講師による医

師国家試験対策講義，模擬試験を２回，確認テストを５回，４学年次生への特別プログ

ラム等を実施しました。これらは，対面及びオンラインシステムを活用して実施し，早

期から対策を強化しました。 

また，医学部後援会の支援を受け，４学年次生の一部の者に対して予備校講師による

グループ講義を行い，５学年次生及び６学年次生の一部の者に対しては，グループ講義，

グループ指導及び個人指導を行いました。 

更に，医師国家試験対策強化委員会にて組織的に対策を講じたことにより，医師国家

試験の新卒合格率は93.6％で，103名が合格しました。 

ウ 総合試験２について 

令和６年度以降の入学生を対象に，１・２学年次における総合的な知識及び基礎医学

における最低限必要な基礎的知識の担保を目的として，総合試験２を導入しました。令

和８年１月には，対象者に対して，３学年次への進級要件となる形で正式実施しました。 

エ 学生便覧・教科案内について 

従来，学生便覧と教科案内はそれぞれ別々に発行しており，学生便覧は約100頁，教

科案内は約600頁に及ぶ冊子となっていました。これらについて，令和８年度版より完

全にＷｅｂ上での閲覧方式へ移行し，経費の削減を図るとともに，利便性の向上を推進

することとしました。 

オ 私立大学研究ブランディング事業 

長久手市職員及び会計年度任用職員を対象に採血等を実施し，87名の方に協力いただ

きました。今回獲得した血液検体及び健康診断情報を用いて，今後も健康長寿社会の実
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現に向けた研究を継続的に推進し，その成果を論文発表や学内ホームページへの掲載等

を通じて発信していきます。 

カ 奨学金関連 

・医学部の奨学金制度では，卒業生が医師国家試験合格直後，本学の医師等として，貸

与期間１年間につき２年間勤務することを条件に奨学金（年額300万円)を貸与してお

り，この事業での新規採択者は４名でした。 

・経済的に困難な学生への支援について，国の修学支援新制度により医学部では94名の

学生に対し，授業料等の減免を行いました。 

キ 医大祭開催 

本学50周年の節目となる第50回医大祭を令和７年11月１日・２日に開催し，天候にも

恵まれ多くの来場者で賑わいました。各種企画も好評を博し，記念行事として盛況のう

ちに終了しました。 

ク 意見箱「学生の声」の制度化 

これまで運用規程が整備されておらず，学生へのフィードバックも制度化されていな

かったことから，見直しに着手しました。併せて，本学では他大学と異なり，「大学に

対する意見・要望」に加え，学生の個人的な悩みについても受け付けている実態を踏ま

え，適切な対応体制の構築について検討を行い，2025 年９月より新たに運用をスター

トしました。本取り組みにより，学生からの意見等に対する大学側の対応が可視化され，

相互のやりとりが促進されました。 

ケ クラブ活動の活動基準の見直し 

学生の組織団体である課外活動連絡協議会から，５学年次以降における活動制限緩和

の要望があり，本学の状況に即して一部緩和を行いました。あわせて，留年時の活動に

ついては一律禁止とする従来の取扱いを見直し，学年ごとの活動継続に係る許可基準を

新たに定めるなど，規程全体の整理を行い，令和８年度から運用を開始します。 

コ 入学者選抜について 

文部科学省の「２月１日ルール（２月１日以降に学力試験を開始）」厳格化により，

多くの私立医科大学の一般選抜一次試験が２月上旬に集中，加えて，相次ぐ競合校の学

費値下げ等，優秀な学生の確保や志願者数の維持・増加を目的とした競争激化が背景に

ある中，本学医学部では，受験生の負担軽減や利便性を考慮し，これまでと同様に試験

日程や会場を設定することとしました。 

まずは競合校との試験日程の重複を避け，単独実施とし，本学への入学希望者が確実

に受験できる日程としました。合わせて，物価上昇等に伴い，条件の良い施設の利用料

が軒並み高額となる中，受験生の移動時間や経済的コストの負担軽減を考え，交通の便

が良い都市部の主要施設に拘り，設備やセキュリティを始めとする試験会場としての環

境・安全を最優先として施設選定を行うことで，全国の試験会場（名古屋，東京，大阪，

福岡）において，これまでと同じ施設を確保しました。 

これらの対応により，志願者数は昨年度を上回る2,254名となり，特に地元である名

古屋会場では，過去最多であった一昨年度の725名をさらに上回る786名となり，多くの
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優秀な学生を確保することができました。 

新学習指導要領における旧教育課程の経過措置終了以降，私立医学部の大学入学共通

テスト利用選抜が減少傾向にある中，令和８年度入試における志願者数は前期日程では

962名，後期日程となる愛知県地域特別枠Ｂ方式も40名と，いずれも例年並みの志願者

数を維持することができました。 

専願制の学校推薦型選抜（公募制・愛知県地域特別枠Ａ方式）では，18歳人口の減少

等様々な背景により志願者が減少傾向にある中，前年度から，基礎学力試験の「数学」

の出題範囲から新課程の「数学Ⅲ」を除外したことにより，現役生は，数学Ⅲの学習遅

れの影響を受け難くなる等，高校卒業後１年の生徒を含め多くの受験生が受験しやすい

環境が整えられた効果は継続しており，昨年度から増加傾向に転じた志願者数が103名，

28名とさらに増加し，いずれも昨年度を上回りました。特に地域枠では，前年度から受

験生の学力向上が著しく，今年度においてもその傾向は継続している状況です。 

さらに，若干名を募集する「国際バカロレア（IB）選抜」の志願者数は，前年度の

３倍以上となる初の二桁（10名）を確保することができ，全区分の総志願者数3,397名

（昨年度から46名増）は，直近５年間での最多数を更新する結果となりました。 

サ オープンキャンパスにおける体験・対話型コンテンツの充実化 

今年度も８月，２日間に亘り，来場型によるオープンキャンパスを開催し，昨年度

に引き続き，医学部では 1,000名以上（469組 1,012名）の参加がありました。施設紹

介等の動画を集めた特設サイトや入試過去問題の解説講座等のＷｅｂコンテンツとの

相乗効果も年々高まっており，今回も入学者のうち35％程度は来場型，10％程度はＷ

ｅｂ版に参加していました。これは例年と同水準であり，他大学と比較して突出した

割合となっています。オープンキャンパスが情報収集の場から，魅力的な体験を提供

する場へと進化する中，本学医学部では，特に体験・対話型プログラムの人気が高い

ことから，そうした参加者のニーズに合わせて，卒業生や在学生と直接対話する形式

やワークショップ形式を取り入れるなど，今後も全体的なプログラムの強化を図りま

す。 

シ 国内外の優秀な学生の確保への対応及び高大連携の継続及び拡充 

本学医学部は，全国の私立医科大学に先駆けて国際バカロレア（IB）選抜を導入

し，既に複数名の卒業生を輩出しています。令和８年度学生募集では，その活躍を学

生募集用パンフレットに大きく取り上げる，医学部への進学を目指すＩＢ生を多数抱

える高等学校へ出向き，同校出身の在学生による大学説明会・個別相談会を開催する

等，国際性豊かな優秀な学生獲得を意識した広報を強化しました。結果として，認知

度拡大にも繋がり，国際バカロレア選抜における大幅な志願者数増加に繋がり，全体

的にも国内外の様々な学校から優秀かつ多様な背景を持つ学生が集まりました。 

また，高大連携の基盤強化を図る新たな取り組みとして，本学卒業生の医師と共に

近隣の高等学校へ出向き，在学中に熱心に取り組んだ医学研究や学会発表での受賞経

験，医師の魅力から困難や苦労に至るまでを具体的なエピソードを交えて高校生に直

接語り掛ける講話会を実施しました。 
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こうした特色ある学生の受け入れや将来，研究医や専門性の高い医療従事者の育成

にも繋がる医学研究や学会発表など魅力ある活動を推進する本学の充実した学生支援

体制が県内の高校に徐々に浸透していき愛知県立時習館高等学校との連携強化の契機

になり，年度末には同校との協定締結に至りました。今後，高校生が医療や研究の現

場を体験する機会を積極的に提供し，リアルな医療・医学を学ぶことができるプログ

ラムの構築を目指します。 

その他，高校側のニーズに応じて研究医や女性医師による出張講義等により，研究

医の仕事のやりがい，女性医師のキャリアパス等，将来の医学部進学についての具体

的な情報を提供する機会を積極的に提供する取り組みは，双方にとりメリットが大き

いだけでなく，本学医学部の入試制度の設計や教育改善の起点になっており，高大接

続改革にも繋がっています。 

ス 今後に向けての入試制度改革 

令和９年度入学者選抜において，一般選抜一次試験の実施日を繰り下げ，大学入学共

通テスト利用選抜との２次試験日程共通化（３日間からの選択制）を決定しました。ま

ず一次試験では，他の私立医科大学の試験が集中する２月上旬の前半を避けることで，

複数の競合校との併願をし易くなり，出題傾向の近い大学を連続して受験できるため，

私立専願者，国公立との併願者のいずれにとっても効率的かつ合格のチャンスを最大化

できるものにしました。二次試験では，受験生が多くの候補日から二次試験日を自由に

選択できるうえ，併願者においては，従来は各区分で２次試験（面接）を１回ずつ受験

すべきところを１回は免除とすることで，受験生の負担軽減と併願機会の拡大に繋がり，

近年，増加傾向にある一般選抜と大学入学共通テスト利用選抜の併願者のさらなる増加

が期待できる設計となっています。 

私立医大同士の試験日程重複が顕著となっている中で，受験生の受験機会が拡大され，

一定の志願者数の確保に繋がる今回の入試改革においては，試験実施から合否発表まで

の工程を大幅に短縮する対応が必須となることから，入試制度改革と並行して，一連の

入試業務に係る既存システムの再構築を視野に入れた包括的な見直し，システム全般の

整備計画を立てました。これらは，次年度の重点予算事業に位置付け準備を進めていま

す。 

また，今年度の重点予算事業として，各選抜における合否判定資料の作成業務をシ

ステム化しました。これにより，人的な判断が介入する余地を最小限に抑えられたこ

とで合否判定業務の劇的な改善に繋がり，手順書も今回の業務プロセス変更に伴い更

新することで，ミス防止の体制を確立することができました。 

さらに，アドミッションセンターとの協力体制を強化しています。例えば，入試に

おける得点分布と累積相対度数を組み合わせた分析により，単なる平均点だけでな

く，受験者全体の中での位置や難易度を詳細に把握できるようになっています。その

他，様々な分析結果を基に現状の選抜に問題がないか，あるいは改善すべき点がない

か，繰り返し点検・評価を行う等，ＰＤＣＡサイクルによるガバナンスの確立・入学

者選抜の質確保にも取り組んでいます。 
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セ 大学院医学研究科 

大学院医学研究科における令和７年度の学位授与数は，課程博士が20名，論文博士が

４名の合計24名でした。また，令和７年度の入学者は28名で，内訳は基礎医学系専攻４

名，臨床医学系専攻24名でした。 

なお，令和７年度は次のような活動を行いました。 

・東海がん専門医療人材養成プランの推進 

「次世代のがんプロフェッショナル養成プラン」（文部科学省）において，名古屋

大学が拠点大学である「東海がん専門医療人材養成プラン」の連携大学として採択さ

れたことを受け，令和６年度から新たに設置した「次世代がん医療コース」と次世代

がん医療「東海がんプロ・愛知医大」コース（インテンシブ）の受講者増加を図るた

め，入学説明会において次世代のがんプロフェッショナル養成プログラム教育委員会

委員長の久保昭仁教授が，「次世代がん医療コース」について広報活動を行いました。

また，次世代がん医療「東海がんプロ・愛知医大」コース（インテンシブ）について

は，学内周知及びホームページで継続的に広報活動を行った結果，受入目標人数４名

に対し13名の受入がありました。 

・最先端の学術情報の情報発信 

「東海がん専門医療人材養成プラン」への参画により得られた最先端の学術情報を

広く発信するため，「東海がんプロセミナー」と題した学術シンポジウム，及びがん

に関する正しい知識の普及と健康増進・疾病予防を目的とした「市民公開講座」を開

催しました。 

「東海がんプロセミナー」については，日本病理学会秋期特別総会及び国際病理ア

カデミー（IAP）日本支部病理学教育セミナーの１セクションとして，令和７年11月

14日及び15日の２日間にわたり開催し，オンデマンドを含め約1,000名が参加しまし

た。また，「市民公開講座」については，臨床腫瘍センターの久保昭仁教授及び腎臓・

リウマチ膠原病内科の伊藤恭彦名誉教授を講師に迎え，令和８年２月７日に開催し，

121名が参加しました。 

・学事暦の柔軟化への対応 

外国人志願者の増加を目的とした秋入学制度を令和８年度から実施するため，外国

人留学生選抜（秋入学）における学生募集から入学までの具体的なフローを策定する

とともに，学生募集要項を新たに作成し，令和７年８月から学内周知およびホームペ

ージでの公開を開始しました。 

その後，12月中旬から出願受付，２月上旬に試験実施を予定していましたが，令和

７年度においては志願者の獲得には至りませんでした。 

・大学院設置基準遵守への対応 

令和７年10月に本学の機関リポジトリが開設されたことに伴い，大学院設置基準に

基づく学位論文の全文公表に対応するための体制整備を行いました。 

同年９月に「学位論文の愛知医科大学機関リポジトリによる公開申請書」を新設し，

全文公表に係る運用フローを整備しました。今後は，当該フローに基づき，令和７年
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度学位取得者から順次公開を進める予定です。 

・大学院ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）・プレＦＤの実施 

令和７年度において実施計画に基づき，第１回目は令和７年11月13日（木）に開催

され，講師として独立行政法人医薬品医療機器総合機構執行役員の佐藤淳子氏を招き

しました。佐藤氏には，日本における医薬品・医療機器の認可承認プロセスを理解し，

改善点等を明らかにすることで，研究者が自身の研究成果を実用化・具現化するため

の方策を検討できることを目的として「新規抗菌薬の開発促進と課題」をテーマに講

演いただきました。 

第２回目は令和７年11月20日（木）に開催され，講師として九州大学大学院農学研

究院 動物・海洋生物科学講座代謝・行動制御学研究分野准教授の池上啓介氏を招き

しました。池上氏には，研究活動の方向性，医学部出身でない教員のあり方，キャリ

アパスについて，有益な情報を得られることを目的として，「農学部出身者が医学部

教員を経て思うキャリアについて」をテーマに講演いただきました。 

当日は，大学院医学研究科の多くの担当教員が参加し，今後の研究・教育の質の向

上に繋がるものとなりました。 

ソ 国際交流 

平成27年４月１日に開設した「国際交流センター」は設立11年を迎え，更なる国際

交流の活性化に努め，教育・研究のグローバル化の推進，教育・研究環境の質向上を

図っています。 

教職員の英語能力の向上を支援するため，外部機関から英会話講師を招聘して，英

語能力向上のセミナー（イブニング英会話）を年１回（10回レッスン×２コース）実

施し，12名の方に参加いただきました。なお，教職員が学外で英語による発表を行う

際に直面する問題の相談を受ける事業（英文ワンポイント相談）については，現在は

一時中止としています。 

国際交流の主眼となる学術国際交流協定大学は，アメリカの南イリノイ大学医学部

（平成19年４月締結），タイのコンケン大学医学部（平成23年11月締結），ドイツのル

ール大学医学部（平成24年１月締結），韓国の東亜大学校医科大学（平成27年６月締

結），ポーランドのウッチ医科大学（平成28年２月締結），アメリカのバーモント大学

（平成29年11月締結），イランのシーラーズ医科大学（令和元年８月締結），ウクライ

ナのキーウ医科大学（令和２年３月締結），ポーランドのポズナン医科大学（令和２年

４月締結）及びタイのタマサート大学チュラポーン国際医学部（令和５年４月締結）

の10大学となりました。 

学術国際交流協定校との連携は密に図っており，コンケン大学及びタマサート大学

チュラポーン国際医学部へは国際交流センター長と庶務課職員が，また南イリノイ大

学へは学術国際交流委員がそれぞれ訪問し，協定校との関係強化及び今後の交流推進

に向けた意見交換を行いました。加えて，南イリノイ大学から教員２名を招聘し，本

学において特別講演を実施いただくなど，人的交流についても着実に推進しました。 

協定校へは19名の学生を派遣することができ，学生にとって海外の教育・医療環境
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に触れる貴重な機会となりました。また，これらの協定大学から17名の学生を受け入

れ，活発かつ有意義な国際交流活動を実施することができました。 

国際交流の状況 

◆大学 

大 学 名 国 名 開 始 年 月 日 交 流 内 容 

東亜大学校医科大学 大韓民国 平成27年６月 学生・研究者の交流 

ウッチ医科大学 ポーランド共和国 平成28年２月 学生・研究者の交流 

バーモント大学 アメリカ合衆国 平成29年11月 学生・研究者の交流 

シーラーズ医科大学 イラン・イスラム共和国 令和元年８月 学生・研究者の交流 

キーウ医科大学 ウクライナ 令和２年３月 学生・研究者の交流 

ポズナン医科大学 ポーランド共和国 令和２年４月 学生・研究者の交流 

◆医学部 

大 学 名 国 名 開 始 年 月 日 交 流 内 容 

南イリノイ大学医学部 アメリカ合衆国 平成19年４月 学生の短期留学 

コンケン大学医学部 タイ王国 平成23年11月 学生・研究者の交流 

ルール大学医学部 ドイツ連邦共和国 平成24年１月 学生の短期留学 

タマサート大学チュラ

ポーン国際医学部 
タイ王国 令和５年４月 学生・研究者の交流 

タ 運動療育センター事業 

令和７年度においては，前年度の施設再編および運営体制見直しを踏まえ，運営の

安定化と収益確保を軸に事業を推進した。あわせて，今後の持続的運営に向けた制度

整備および設備更新を進め，センター機能の強化を図った。主な取り組みおよび成果

は以下のとおりです。 

・施設運営の安定化と収益目標の達成 

リニューアル後の運営体制を維持しつつ，サービスの質の向上に取り組んだ結果，

利用者数は36,408人（予算比108％，前年比114％），売上は23,807,190円（予算比

101％，前年比106％）となり，いずれも前年および予算を上回る実績となった。 

限られた施設環境の中でも安定した運営を継続できたことは，既存会員の継続利用

および運営体制の適正化による成果と考えられます。 

・持続可能な制度基盤の整備 

施設運営の安定化および収益管理の適正化を目的として，会員制度および利用形態

の見直しに着手した。 

具体的には，会員種別や利用傾向に関するデータの収集・分析を進めるとともに，

以下の制度改定を実施した。 

・回数券の有効期限を新たに設定（令和７年10月より有効期限１年を適用） 

・無期限回数券の販売を令和７年９月末で終了 

・年一括，半年一括払い制度を同時期に廃止 

これらの取り組みにより，利用状況の平準化および収益管理の安定化を図ることが 
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できた。 

さらに，令和８年度に向けて，営業日見直しおよび学生会員の有料化についての検

討を進め，持続的な運営体制構築に向けた基盤整備を行った。 

 なお，学生会員の有料化については，令和８年４月より実施。 

・トレーニング機器の更新による安全性とサービス向上 

既存トレーニング機器は平成29年（2017年）導入後7年以上が経過し，経年劣化に伴

う故障や不具合が増加していた。 

このため，令和７年度において主力トレーニングマシン11式の更新を実施し，設備

の安全性および安定稼働の確保を図った（トレッドミル４式，バーサスライダー１

式，アップライトバイク６式）。 

本更新により，会員の安全確保に加え，トレーニング環境の質の向上が実現し，利

用満足度の向上および新規利用促進にも寄与している。 

令和７年度は，施設再編後の運営を安定軌道に乗せるとともに，制度・設備の両面

から持続可能な運営基盤の整備を進めた年です。 

今後は，これらの基盤を活かしつつ，営業体制の最適化および利用者層の拡大を図

り，さらなる収益向上とサービス価値の向上に取り組んでいく。 

チ 教育・研究助成事業 

・外国人研究者に対する滞在費助成 

外国人研究者（外国人研究員及び外国人大学院生）に対して滞在費の助成を行いまし

た。 

・若手研究者への教育研究奨励助成 

顕著な研究業績を上げている若手研究者に対し，更なる業績を上げることができるよ

う若手研究者個人に研究費の助成を行いました。 

ツ 教育・研究環境の整備 

・ライブセルイメージングを活用した新規治療薬シーズの探索システムを構成する機

器について，私学助成を活用して次のとおり整備しました。 

機器名 旧機種名 更新機種名 

生細胞解析装置 Incucyte ZOOM Incucyte S3 

当該機種は，旧機種に比べ利便性や機能面が大きく向上しており，医学研究の発展に

資しています。 

   ・２号館（研究棟）法医学講座311号室北側空調更新 

２号館（研究棟）311号室（薬毒物分析センター・法医学講座研究室）の空調設備に

ついて，経年劣化により適切な室温管理が困難となっていたため，更新を行いました。

これにより，GC/MS/MSシステムおよびLC/MS/MSシステムの安定運用が可能となり，正確

な薬毒物検査を実施に資しています。 

・Ｐ２ウイルス感染実験施設(315号室)の安全キャビネットの更新 

  ２号館315号室をP2ウイルス感染実験の共用施設として運用しており，当該施設内に

設置している安全キャビネットは，感染性ウイルスから人体を保護することを目的とし
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ています。令和６年度にキャビネット内の殺菌灯自動点灯スイッチが故障しましたが，

本実験室はＰ２管理施設であり，殺菌灯の設置による感染リスクの抑制が必須条件であ

ることから，安全キャビネットを更新しました。 

・医学教育センターの専任教員（准教授）の増員 

医学教育センターには，カリキュラム検討部門，学修支援部門，臨床前教育部門，臨

床教育部門など６つの部門とその下部ワーキンググループがあり，これまでは専任教員

２名（教授１名・准教授１名）を中心に業務を行っていましたが，令和７年10月１日付

で准教授１名が就任（准教授定数を１名から２名に増員）し，専任教員３名体制として

医学教育センターの体制強化を図りました。 

・教員の研修事業 

多彩な研修を実施することで，全教員に対しスキルアップの機会を数多く提供し，そ

れにより，本学の講義・実習内容を更に充実させ，効果的な教育を展開していくことを

目的とした研修事業を実施しました。 

・教育充実活性化対策費(医学部長インセンティブ)の支給 

令和７年度の医学部の教育充実への取り組みに対して，協力的な講座等及び教育活性

化の観点で顕著な成果を挙げたと認められる学生に対してインセンティブを支給し，医

学部全体の教育活性化による更なる愛知医科大学ブランドの確立を図りました。 

・研究棟107号室（感染免疫学・社会医学実習室）の整備 

開学当時から使用している実習室の椅子について，老朽化による故障が複数発生して

いたため，既存の椅子120脚の更新を実施しました。 

テ 証明書自動発行機の更新 

証明書自動発行機の老朽化等に伴い機器の更新を行いました。これにより，保守性

の改善が図られ，安定的なサービスの提供が可能となりました。 

ト クラブハウスのリニューアルの実施 

医学部後援会の支援を受け，老朽化した設備の更新（シャワー室の改修，照明器具の

ＬＥＤへの取替，建物内の壁面塗装）により，衛生面・防犯面が改善され，安全かつ快

適な利用環境を確保しました。 
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＜看護学部・大学院看護学研究科＞ 

ア 看護学部 

今年度は，授業と演習における講義資料のペーパーレス化が全学年対象となりました。

１学年次生を対象としたＩＣＴ活用の説明会では，授業の状況を踏まえた演習を行いま

した。この演習には，ピアサポートとして上位学年の学生も参加しました。 

臨地実習では，愛知医科大学病院看護部の実習指導担当者と看護学部教員による実習

指導担当者会議を開催し，意見交換等を通じて，両者の実習指導能力向上につなげまし

た。更に，地域の実習施設の指導者も加えた臨地実習連絡会・実習協議会/実習指導に

関するＦＤを開催し，情報共有と意見交換を行い，連携強化を図りました。また，昨年

度新たに導入した実習の段階別ルーブリックを使用した学生の自己評価を継続して実

施しました。 

学生が自己の変化・成長を自覚し主体的に学修に取り組むことを目的として行ってい

る学修成果把握アンケートを12月から１月に全学年を対象として実施しました。調査項

目はディプロマ・ポリシールーブリックを反映させており，ｅポートフォリオ（Mahara）

を利用したアンケートにて実施しました。 

学修成果把握アンケートに加え，教育評価に係るアンケートである卒業時アンケート，

卒後アンケート及び就職先アンケート，並びに非常勤講師を対象とした教育懇談会を継

続して実施しています。 

これら結果は，教員会議で共有し，今後の教育内容に反映することを促しています。

また，教育評価にかかるアンケートを総括し今後の方向性を検討した結果をMaharaの看

護学部教員ページに共有・蓄積しました。この検討は今後も継続して実施し，アンケー

ト結果を活用して教育プログラムの第三者評価会議において意見交換を行う等，教育評

価につなげ教学マネジメントに活かしていきます。 

イ 看護学研究科 

令和６年度に引き続き，大学院生の研究指導体制について，主指導と副指導を最大３

名とすることにより，研究指導の充実を図ってきました。また，他領域の教員が，専門

性を活かし領域を超えて副指導に入ることにより，大学院生にとっても論文作成に向け

て別の視点からのアドバイスを得ることができました。今後も，指導参加時期を含めた

研究指導の在り方を引き続き検討していきます。 

大学院共同研究室や大学院での学修環境について，年２回の懇談会とアンケート調査

により大学院生の意見を聴取し，研究科内で共有することで学修環境の整備に努めまし

た。また，研究室の使用方法を見直し，策定した新たなルールを次年度から運用するこ

ととしました。 

６月には対面及びオンラインによる大学院説明会を修士課程，博士後期課程対象にそ

れぞれ実施し，修士課程は延べ45名，博士後期課程は９名の参加が得られました。さら

に，今年度は，博士後期課程DNPコースで取り組むプロジェクト研究について学ぶ特別

講義外部講師を招き３回形式で行いました。こちらは看護学研究科を担当する教員の教

育力を向上させることを目的としたＦＤセミナーも兼ねており，第１回「ＤＮＰ教育と
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プロジェクト」と第２回「実装科学の手法を活用した質改善：問題の特定」をオンライ

ン形式で，第３回「実装科学の手法を活用した質改善：戦略とアウトカム」を対面形式

で令和７年６月から７月にかけて開催しました。大学院を担当していない教員も参加し，

また，当日参加できなかった教員には後日オンデマンド配信を実施することで，将来的

な人材育成も含めた機会となりました。応募者・参加者にとっての便宜を図ったオンラ

インを併用した説明会等は，来年度も継続していきます。 

また，教員を対象としたＦＤセミナーに博士後期課程の大学院生も参加するプレＦＤ

を開催し，セミナー終了後には大学院生同士でセミナー内容を踏まえたディスカッショ

ンを行い，相互理解を深めました。次年度も博士後期課程の大学院生も参加できるＦＤ

セミナーの開催を検討しています。 

ウ ヘルスケア共創センター 

今年度は前身の看護実践研究センター及びユニフィケーション推進委員会での活動

を基盤とし，ヘルスケア共創センターとして「教育研究」「機能強化」「社会連携」の観

点からより発展的な活動を展開しました。 

ユニフィケーション部門では，臨床教授制度・臨床指導者の活用により，学生の教育

内容を充実しました。看護部職員が令和７年度に看護学部講義・演習を担当した実績は，

17科目延べ87名でした。そのうち，ヘルスアセスメントに臨地実習指導担当者24名，看

護管理論に看護部看護教育委員会委員４名，卒業前研修にヘルスケア共創センターユニ

フィケーション部門員３名が参加しました。担当した看護部職員の経験による臨床のエ

ピソード等，学生にとって机上では知り得ないことを具体的に提供し，学生の臨床思考

の発展を促し，学修の動機づけや看護へのモチベーションを高められました。 

研究部門では，看護学研究に関連したニーズを把握し，今後の活動指針を定めること

を目的として，愛知医科大学病院および関連施設の看護職員209名を対象としたＷｅｂ

調査（2025年８月18日〜９月17日）を実施しました。その結果，看護研究への関心・意

欲は一定程度認められる一方で，「時間不足・業務負担」が主要な阻害要因であること

が明らかとなりました。また，支援ニーズとして「業務調整」が最も多く，次いで「指

導体制」「研究支援（倫理・統計）」が求められていました。愛知医科大学病院や関連施

設での看護学研究を実施するための方向性として，研究意欲のある職員の選抜と，教育・

支援体制の体系的整備が必要であることが確認できました。 

生涯学修支援部門では，地域の看護専門職者の生涯学修を支援するため，研究・実践・

倫理に関るセミナーや看護情勢，地域のニーズに沿った特別セミナーを企画・運営しま

した。セミナー参加者のアンケート結果（回収率69.7％～100％）では，全体的に，講

義内容や時期の評価や満足度は高評価でした。セミナーを知った方法では「施設への案

内」が最も多く，347施設への郵送での案内が効果的だったことが分かりました。東海

４県に加えて他県からも参加がありました。令和７年度に実施したセミナーは次のとお

りです。 
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看護研究支援セミナー 
【基礎編】令和７年６月21日(土) 10：00～12：00 

【実践編】令和７年７月19日(土) 10：00～12：00 

臨床看護セミナー    令和７年９月20日（土) 10:00～12:00 

臨床倫理学習会     令和７年10月25日（土）13:00～15:00 

特別セミナー      令和８年１月24日（土）10:00～12:00 

地域連携部門では，ヘルスケア共創センターへの移行に伴い本年度よりNP部および看

護部の部門員が加わり，看護学部教員と協働して活動できました。主な活動は，地域の

ネットワークづくり促進(自助グループ支援)，地域住民への看護・健康づくりに関する

情報提供(地域との交流促進），学生が地域に関わり多世代と交流する体験の場の提供

（防災訓練，防災イベント，健康講座）などです。地域連携活動に関しての依頼が多い

一方で，マンパワー，予算面を含め持続可能な活動方向の検討が課題です。今後は，必

要に応じて有償化を検討したり，継続的に予算要求するなどして，財政面を含めて活動

を継続できる体制を整える必要があります。 

エ 国際交流 

シンガポール国立大学（ＮＵＳ）との双方向交流を本年度より開始し，７月14日（月）

から７月18日（金）の日程で同校より６名の看護学生を初めて受け入れました。これに

伴い，短期留学生受け入れボランティアを募集し，令和６年度のＮＵＳへの短期留学に

参加した４名を含む15名が留学生の対応を行いました。今回，学生同士の交流を重視し，

学内プログラムの一部で演習科目に留学生が参加し，エクスカーションをボランティア

学生主導で実施した結果，活発な学生交流ができました。 

ケース・ウェスタン・リザーブ大学（ＣＷＲＵ）とのオンライン交流（第７回ＯＣＰ）

を秋学期（10月～12月）に実施しました。本年度より，医学部生を含めた周知を開始し

た結果，医学部生３名，看護学部生６名，看護学研究科大学院生２名の合計11名が参加

し，同世代の外国人とお互いの言語を教え合う貴重な機会になっていました。 

さらに，昨年度に引き続き，海外で活動してきた方々の経験を伺う機会を設けること

で，国際的な視点での看護の可能性を広めるとともに，看護師として今後のキャリアを

考える機会を提供することを目的に，今年度は２回『Global Nursing Cafe』を開催し

ました。国際的な視点での看護の可能性を広める一助となったと評価します。 

本年度，研究交流派遣の実施はかなわなかったが，シンガポール国立大学およびマハ

サラカム大学の短期留学生受入れの機会に，見学施設に関連した領域教員による講義を

依頼するなど，国際交流への協力を求め，マハサラカム大学と本学の共同研究１件が開

始し，研究代表者である看護学部教員１名が１月より３週間マハサラカム大学に研究渡

航し，交流の充実が図られた。 

大学院生の海外研修については，助成金の交付が行われ，８月にマハサラカム大学で

１名が研修を実施し，３月にシンガポール国立大学で３名が研修を実施しました。大学

院生に対する海外研修の機会が拡大しました。 
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国際交流の状況 

◆看護学部 

大 学 名 国 名 開 始 年 月 日 交 流 内 容 

サンディエゴ大学 

ハーン看護健康科学学部 
アメリカ合衆国 平成14年７月 

教育・研究に関する情報

交換 

オウル大学 

医学部健康科学センター 

看護科学学科 

フィンランド 平成16年６月 
教育・研究に関する情報

交換 

ケース・ウェスタン・ 

リザーブ大学 

看護学部 

アメリカ合衆国 平成21年３月 
学生の短期留学 

教員・研究者の交流 

マハサラカム大学 

看護学部 
タイ王国 平成29年10月 

共同研究 

学生の短期交換留学 

教員・研究者の交流 

シンガポール国立大学 

ヨン・ルー・リン医学部 

アリス・リー看護学科 

シンガポール共

和国 
令和３年８月 

共同研究 

学生の短期交換留学 

教員・研究者の交流 

オ ＦＤ活動 

令和７年度についても，看護学部ＦＤ・ＳＤセミナー及び看護学研究科ＦＤセミナー

を継続して実施し，教育能力の向上を図りました。特に，看護学研究科ＦＤセミナーで

は，令和７年度博士後期課程開設を機に，学務委員会と連携を図り，看護学領域におけ

る実装研究に焦点を当てた内容で実施しました。 

新任・若手教員教育セミナーを企画・開催し，今年度より「授業改善プロジェクト」

を「ティーチングパートナープロジェクト(ＴＰＰ)」へ名称変更し，実践的な授業改善

につながる学びを得ることができました。 

今年度も，実習委員会及びユニフィケーション推進委員会と協働した実習指導に関す

るＦＤや，教務委員会と協働したカリキュラムに関するＦＤ等，関連する委員会と連携

を図り引き続き開催しました。 

カ 国家試験対策 

看護学部父母会の支援を受け，外部講師による看護師国家試験対策講座を計７回18コ

マ実施しました。本講座は，対面にて実施し，当日受講できなかった学生や復習を行う

学生のために夏季休業期間限定でのオンデマンド配信も併せて行うことにより，効率的

に学習ができる環境を整えて実施しています。 

令和７年度は，昨年度と同様に学生代表者と学生委員会委員（教員）が事前に協議し，

学生の学修ニーズに合わせて４月中旬の早期から必修問題対策を実施し，更に第１回看

護師国家試験模擬試験において，偏差値（一般＋状況）45以下であった学生に対する「寺

子屋学習サポート会」とした学習指導を３回実施することにより成績下位学生の底上げ

を試みました。 

また，各家庭内での学生への学習支援を促すことを目的に，８月（第２回）及び11月

（第３回）の看護師国家試験模擬試験結果を学生保証人あてにも送付することとしてい

ます。  

保健師国家試験指導においては，教員による対策講座を２回実施すると共に模擬試験
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を計３回実施しました。 

上記の対策等を実施しましたが，結果は看護師国家試験（新卒：受験者 95名／合格

者 93名，合格率 97,9％），保健師国家試験（新卒：受験者 15名／合格者 13名，合格

率 86,7％）となりました。 

この結果を受け，来年度においては，国家試験対策講座や模擬試験を通して，国家試

験への学修に主体的に取り組めるよう効果的な支援を行います。低学年模試も含め，成

績下位者には，効果的なフォローアップを行うこととします。 

模擬試験結果をアドバイザー教員（本学部では，学生の修学及び修学に関する学生生

活について指導助言し，学生生活の向上を図ることを目的に，各学年に学生７～８名に

対し１名の教員がアドバイザーとして置かれています。）に共有し，それぞれの学生に

合わせた指導・助言を行うこととします。 

キ 環境整備 

演習等で使用する教育効果の向上を目的とした機器備品の新規購入及び経年劣化し

ている機器備品の更新を行い，学修環境の整備として，令和５年度からの４カ年計画に

基づき装着×据置タイプ導尿＆浣腸シミュレーターPlusセットを更新しました。令和８

年度まで計画的に機器備品を整備していく予定です。 

看護学研究科では，令和６年度に引き続き，医心館の大学院生研究室にフリーアド

レス式のデスクを整備し，大学院生が研究を行える環境を整えました。博士後期課程

完成年度である令和10年まで計画的に研究室の環境整備をしていく予定です。 

ク 学生募集イベント（オープンキャンパスなど） 

令和７年度オープンキャンパスでは，開催日を２日間設け，両日とも医学部との合同

開催とし，昨年度に引き続き人数制限を設けない来場型で実施しました。 

また，実施企画においては，昨年度は事前予約優先としていた「大学院体験」および

「フライトナースによる講演会」を事前予約不要とし，来場者がより多くの企画を体験

できるよう工夫しました。さらに，保護者向けの企画や領域外の企画も実施し，これま

で以上に幅広い方に活動を知ってもらう機会を増やすとともに，来場者の満足度向上に

努めました。 

両日の来場者は合計546組1,053名（昨年度：655組1,256名）で，昨年度から若干の減

少がみられましたが，参加者アンケートでは回答者の約93％が教職員およびボランティ

ア学生の対応について「良好であった」と回答しており，学部の雰囲気や人柄の良さが

伝わったことで，「親しみやすい学部」「魅力的な大学」といった印象を得ることができ

ました。 

ケ 高大連携の実施 

平成29年に愛知県立長久手高等学校との高大連携協定を締結し，平成30年に同校に

「医療看護探究Ｃ」が設置され，令和７年度に本コース開始後７年目を迎えました。 

長久手高等学校との高大連携による「医療看護探究Ｃ」を展開することにより，医療

看護に対する考えを深めると共に大学の授業に対する関心を高め，より明確な将来像の

構築をサポートしています。 
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令和７年度は，第３学年 17名，第２学年 10名に対して医学部教員，病院看護師のご

協力のもと，本学部教員と共に授業を実施し，体験学習を複数取り入れるなど工夫した

授業を展開しています。 

本コースを受講した令和７年度第３学年17名の内４名が本学部に入学するなど，連携

の結果が実を結び，優秀な学生の獲得にも繋がっています。 

コ 看護学教育評価 

令和５年度（2023年度）に「適合」の評価結果を受けているが，「検討課題」として

記載されたコア・コンセプト，ディプロマ・ポリシー，カリキュラム・ポリシー，科目

構成の関連性の提示方法等について，関連性を示しつつも，説明をシンプル化して方針

の要点を分かりやすく示す内容に変更しました。なお，認定期間は2024年４月１日から

2031年３月31日までの７年間となります。 

サ 入学者選抜に係る奨学制度の拡充 

令和６年度入試（令和５年度実施）から，継続的な志願者数の確保と優秀な学生の獲

得を目的に一般選抜試験成績上位者（学校推薦型選抜及び社会人等特別選抜合格者の奨

学試験受験者を含む。）に対する学納金の一部免除対象者を上位50名から上位100名に拡

充しました。これにより，導入初年度には，上位100位以内の入学生が前年度と比較し

て約２倍に増加しました。令和８年度入試（令和７年度実施）においては，23名が入学

しており優秀な学生の継続的な獲得に繋がっています。 

本制度による入学者の入学後の成績は，これまで比較的良好な傾向にありますが，引

き続き入学者数の動向と併せて注視していく必要があるものと考えています。 

シ 大学入学共通テスト併用型選抜の導入 

令和７年度入試（令和６年度実施）から，本学部一般選抜試験を受験し且つ大学入学

共通テストにおいて本学部の指定する科目（５教科）のうち２教科以上を受験した者を

対象とし，本学部一般選抜試験の国語又は数学及び英語の２教科（200点満点）と大学

入学共通テストでの高得点科目２教科（200点満点）とを合わせた400点満点で選抜する

「大学入学共通テスト併用型選抜」を導入しました。 

本選抜では，導入後２年間において一般選抜志願者の約６割が併願しており，他の入

試区分との併願を促すと共に，本学部への入学意思の比較的高い学生の獲得にも繋がっ

ています。 
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＜総合学術情報センター＞ 

図書館部門 

  ア 学術情報の収集及び整理に関すること 

・ 総合学術情報センター運営委員会で承認された選書を中心に1,266冊（令和６年 

度：1,393冊）の図書（このうち，電子ブック<買い切り>194タイトル（令和６年 

度：126タイトル），及び視聴覚資料１タイトル（令和６年度：２タイトル）の受 

け入れを行いました。 

・ 学術雑誌について，電子ジャーナルを中心に国内外あわせて約4,600誌（令和６ 

年度：約4,500誌）を購読できるようにしました。 

     学術雑誌の価格高騰等への対処のため，電子ジャーナルパッケージについては引き 

続きコンソーシアムによる契約を行いました。 

・ ＤＶＤ動画配信サービスを継続して契約し，13タイトルが視聴可能となり，学 

部学生の授業等で活用されました。 

イ 学術情報の管理及び運用に関すること 

・ 蔵書資料の管理のため，図書館内の所蔵資料及び講座等へ長期貸出中の資料を対 

象とした蔵書点検を実施しました。 

    ・ 平成 30年の法改正で，ＩＣＴを活用した教育での著作物利用の円滑化を図るた 

め，これまで認められていた遠隔合同授業以外での公衆送信についても補償金を支 

払うことにより無許諾で行うことが可能となりました（授業目的公衆送信補償金制 

度）。昨年度に引き続き利用申請を行い，ＩＣＴを活用した授業に対応可能としま 

した。 

    ・ メディカルセンターから電子リソース（データベース，電子ジャーナル，電子ブ 

ック）が利用できるよう，契約を継続しました。 

    ・ 図書館システムのバージョンアップを実施し，蔵書検索システム（ＯＰＡＣ）で 

電子ブックの検索を行えるようにしました。 

    ・ 電子リソースをより活用してもらえるよう，学術情報ポータルサイトに掲載して 

いる各種マニュアルを再整備しました。 

ウ 利用者サービスに関すること 

・ 平日は８時30分から22時 00分まで，土・日・祝日は10時 00分から18時 30 

分まで通常どおり開館しました（夏季休業等を除く）。新型コロナウイルス感染症 

拡大防止対策を緩和し，グループ学習室の利用を再開しました。 

    ・ 教職員，各学部学生及び各研究科生に対し，自宅等学外からデータベースや電子 

ジャーナル等の利用ができるサービス「Ezproxy」（イージープロキシ：セキュリ

ティと利便性の高いプロキシサーバシステム）の提供を継続しました。 

    ・ 診療支援として，看護部と連携し，看護技術を動画とｅラーニングで確認・習得 

するオンラインツール「ナーシング・スキル日本版」を用いた支援を行いました。 

・ 出版社主催のデータベースに関するオンライン講習会への参加促進を目的とし 

て，学内通知を行いました。(２件/月程度) 
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    ・ ４月～５月にかけて，図書館入門ガイダンスを５回実施し，計12名の参加があ 

りました。 

    ・ ５月末に，薬剤部からの申し出により図書館入門ガイダンスを実施し，５名の参 

加がありました。 

エ 研究者データベースに関すること 

・ 研究業績の入力・公開の増加を目的として，臨床医学系の助教以上の常勤教員の

うち，業績未公開の講師及び助教を対象に，令和７年10月 22日及び11月 12日付

けで，文書による通知を各講座及び個人宛に実施しました。その結果，全教員の研

究業績公開率は，令和７年５月時点で 65.9％であったものが，令和８年１月時点

で89.2％まで改善しました。 

    ・ 研究業績の入力・公開及び業績情報の更新を推進するため，令和７年８月７日付 

けで「研究業績ＴＩＰＳ Vo１.１」を発行（電子メールによる配信及び図書館ポー 

タルサイトに掲載）し，情報発信に努めました。 

オ 機関リポジトリに関すること 

・ 令和７年10月から「愛知医科大学機関リポジトリ」の運用を開始し，本学教職 

員及び大学院生が創出した論文等をデジタル形式で収集・保存し，インターネット 

を介して学内外に公開するオープンアクセス環境を整備しました。 

     ＵＲＬ（https://aichi-med-u.repo.nii.ac.jp/） 

    ・ 本学におけるオープンアクセスポリシー（令和７年５月１日施行）及び機関リポ 

ジトリの運用指針（令和７年５月１日施行）を定め，機関リポジトリに掲載し，学 

内外に公開しました。 

    ・ 令和６年度の「博士学位論文の要旨及び審査の結果の要旨」を機関リポジトリに 

掲載し，学内外に公開しました。 

◆蔵書数（R8.3.31現在)（単位：冊） 

区分 
医学・ 

看護学書 

一般 

教養書 
製本雑誌 

視聴覚 

資料 
計 

カレント雑誌 
プリント版 電子ジャーナル 

和書 39,934 16,831 14,016 713 71,494 314 1,766 

洋書 14,226 1,572 8,076 4 23,878 8 2,847 

計 54,160 18,403 22,092 717 95,372 322 4,613 

 

◆月別入館者数推移（R8.3.31現在)（単位：人） 

月 4 月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 1月 ２月 ３月 計 

入館

者数 
4,991 5,685 7,479 10,437 3,544 4,890 5,796 4,632 5,627 5,713 4,349 1,483 64,626 

 

◆年間入館者数内訳（R8.3.31現)（単位：人） 

学生 56,588 学外者 46 卒業生 34 教職員 7,806 高大連携 152 
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ＩＣＴ支援部門 

ＩＣＴ支援部門では，ＩＣＴに係る業務を行うことをその役割としており，令和７年度 

においては，主にｅラーニングシステム及びｅポートフォリオシステムに係る業務（管理・ 

操作支援等）として，以下のとおり活動しました。 

ア ｅラーニングシステム（授業支援システム（AIDLE-K），業務支援システム（AIDLE-J）） 

について 

    ・ 令和７年度においては，565件のコース申請（AIDLE-K:537件（新規作成：241件， 

継続244件，削除：52件），AIDLE-J：28件（新規作成：2件，継続20件，削除：6件）） 

がありました。 

      また，本システムの利用実績（学生，職員のアクセス数）における月平均ログイ 

ン数は，授業支援システム（AIDLE-K）で40,976件（※令和６年度：38,427件），業 

務支援システム（AIDLE-J）で1,109件（※令和６年度：942件）でした。 

      本システムのログイン数については，新型コロナウイルス感染症が収束し始めた 

令和４年以降，対面授業の再開により減少傾向にあります。（※令和７年度：505,017 

件，令和６年度：472,418件，令和５年度：639,932件，令和４年度：841,192件） 

    ・ 年度初めの４～５月には重点的に問い合わせや相談に対応しました。（25件/月） 

      また，６月以降，個別の問合せや相談に随時対応しました。 

    ・ ＩＣＴ活用教育の活性化に向けて，外部講師を招き講演会「生成ＡＩ×医療教育： 

Cyborg・Centaur・DEFT-AIで拓く新しい指導と学習」を令和８年２月に開催しまし 

た。 

イ ｅポートフォリオシステム（Mahara）について 

    ・ 利用実績（学生・職員のアクセス数）における月平均ログイン数は1,985件（※ 

令和７年度）でした。 

    ・ 利用者向けのマニュアル改訂，及び新規作成を随時行っており，個別の問い合わ 

せや相談にも対応しました。 

 

情報基盤部門 

ア 情報セキュリティ対策 

大学における情報セキュリティ対策は，教育・研究活動を安全に継続するために極め

て重要です。大学では学生や教職員の個人情報に加え，未公開の研究データや知的財産

を多く取り扱っています。これらが漏えいすれば，社会的信用の低下や研究成果の損失

につながる恐れがあります。そのため，技術的対策だけでなく，利用者一人ひとりの高

いセキュリティ意識を育て，各人がセキュリティ対策を実践することが不可欠です。学

生及び教職員における情報セキュリティの意識向上を図るため，次の内容を実施しまし

た。 

    ・ 令和７年４月に医学部看護学部の新入生向けに愛知県警による情報セキュリティ 

講習会を開催し，情報知識の修得を図りました。 

    ・ 継続効果のある標的型攻撃メール訓練を令和７年10月27日（月）及び11月17日（月） 
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の２回実施しました。開封率は１回目5.9％，２回目3.8％であったことから，訓練 

の一定の効果は認められました。 

    ・ 令和８年３月には，外部の専門家に講演依頼を行い，情報セキュリティをテーマ 

に最新動向や具体的な対策等についての講演会を開催しました。 

    ・ 情報セキュリティに関する注意喚起や各種情報について，メールやホームページ 

を通じて学内周知を行いました。 
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（２）医療活動関連事業 

  ＜愛知医科大学病院＞ 

ア 大学病院概要 

   ◆特徴 

昭和47年12月愛知医科大学附属病院として開院，昭和54年７月救命救急センターを

開設し，地域の重篤救急患者の医療確保に対応，昭和61年１月特定承認保険医療機関

として高度先進医療を開始し，平成６年２月特定機能病院として承認されている。 

加えて，平成８年３月に中部地区で初の高度救命救急センターに認定，平成14年１

月からドクターヘリ事業の開始，令和７年８月から愛知県重症外傷センターに指定さ

れ，地域の救急医療の重責を担っている。 

平成８年10月にはエイズ拠点病院，同年11月に災害拠点病院，平成11年２月に難病

医療拠点病院に指定されている。 

平成17年４月に愛知医科大学病院へ改称。同年10月に(公財)日本医療機能評価機構

の認定を受け，継続して更新している。 

平成18年９月に基幹災害拠点病院に指定され，平成20年10月にはＤＭＡＴ指定医療

機関として災害派遣医療チームを編成し待機させている。 

また，平成22年４月肝疾患診療連携拠点病院，同年６月愛知県がん診療拠点病院，

平成23年４月救急告示病院，平成25年４月地域周産期母子医療センター，同年９月愛

知県認知症疾患医療センター，平成31年４月地域がん診療連携拠点病院，がんゲノム

医療拠点病院に指定された。 

当院は，約27万平米の敷地に，延床面積約８万7000平米，地上15階，地下１階で，

基幹災害拠点病院として診療機能を維持できる高性能免震構造となっている。 

「生活時間の最大活用」「医療の可視化」「地域との協力」をコンセプトに，高度専

門医療機能の強化と地域救急医療の充実に重点を置いた最先端の医療環境を整備し，

数多くの最新医療機器を導入している。 

   ◆理念 

特定機能病院として，診療・教育・研究のすべての領域において，医療を基盤とし 

た社会貢献を目指す 

・社会の信頼に応えうる医療機関 

・人間性豊かな医療人を育成できる教育機関 

・新しい医療の開発と社会還元が可能な研究機関 

   ◆基本方針 

１. 患者の人間性を尊重した全人的医療の提供 

２．信頼関係を大切にした安全で良質な医療の実践 

３．豊かな人間性と優れた医療技術を持った医療人の育成 

４．先進的医療技術の開発・導入・実践の推進 

５．災害・救急医療への発展的取り組み 

６．地域医療への貢献と連携推進 
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◆許可病床数（単位：床） 

一 般 精 神 計 

853 47 900 

 

◆診療科・部門（事業部門除く） 

診療科 36科 

中央診療部門等 48部門等 

 

◆職員数 

区 分 職員数 

医師 491 

歯科医師 14 

看護職員 

助産師 30 

看護師 1,077 

准看護士 1 

医療職員 

薬剤師 83 

臨床検査技師 70 

診療放射線技師 69 

理学療法士 66 

作業療法士 20 

言語聴覚士 12 

栄養士 22 

歯科技工師 3 

歯科衛生士 6 

視能訓練士 8 

臨床工学技士 27 

臨床心理士 6 

精神保健福祉士 1 

社会福祉士 11 

事務職員 事務職員 112 

技術職員 
臨床技術員 3 

医療技術員 4 

技能職員 調理師 24 

業務職員 看護補助員 0 

その他 6 

合 計 2,166 

臨床研修医 68 
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イ 大学病院業務統計 

◆各中央診療部門等の業務統計（R08.3.31）               （単位：件） 

業務名 件数 計 

手術件数 15,316 15,316 

分娩件数 
正常分娩 106 

301 
異常分娩 195 

放射線取扱件数 

診断 242,953 

278,016 治療 31,595 

Ｒ・Ｉ 3,468 

調剤件数 1,395,578 1,395,578 

注射薬処方件数 767,980 767,980 

院外処方件数 9,019 9,019 

病理検査件数 

病理組織検査 12,760 

32,625 
術中組織検査 712 

病理診断 11,526 

細胞診断 7,627 

輸血業務 

輸血検査 65,496 

110,943 

同種血輸血(単位) 44,475 

自己血輸血(単位) 377 

自己血貯血(単位) 576 

細胞採取(回) 19 

臨床検査件数 

微生物学的検査 111,750 

6,562,846 

免疫血清学的検査 406,249 

血液学的検査 675,757 

生理機能検査 69,441 

一般検査 205,269 

遺伝子検査 12,287 

生化学的検査 4,805,505 

緊急検査 87,753 

外注検査 188,835 

リハビリテーション患者延数 
外来患者(人) 21,949 

114,698 
入院患者(人) 92,749 

腎センター患者延数 
外来患者(人) 1,445 

6,109 
入院患者(人) 4,664 

睡眠科患者延数 
外来患者(人) 11,029 

12,256 
入院患者(人) 1,227 

内視鏡センター検査件数 上部消化管内視鏡 4,355 11,173 
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下部消化管内視鏡 3,562 

カプセル消化管内視鏡 49 

胆・膵消化管内視鏡 2,749 

気管支鏡 417 

小腸 41 

生殖・周産期母子医療センター

患者延数 

ＮＩＣＵ(人) 2,522 
5,022 

ＧＣＵ(人) 2,500 

病理解剖 
件数 14 14 

剖検率(％) 1.7 1.7 

 

ウ 高度救命救急センター 

◆救急車搬送件数（単位：件） 

年 度 件 数 1日平均 

Ｒ03年度 5,695 15.6 

Ｒ04年度 6,641 18.2 

Ｒ05年度 7,277 19.9 

Ｒ06年度 8,778 24.0 

Ｒ07年度 8,537 23.4 

 

◆患者数（単位：人） 

年 度 区 分 実患者数 延患者数 １日平均 

Ｒ03年度 

ＩＣＵ 992 3,987 10.9 

ＨＣＵ 1,962 6,718 18.4 

計 2,954 10,705 29.3 

Ｒ04年度 

ＩＣＵ 1,106 3,706 10.2 

ＨＣＵ 2,250 7,182 19.7 

計 3,356 10,888 29.9 

Ｒ05年度 

ＩＣＵ 1,053 3,551 9.7 

ＨＣＵ 2,007 7,163 19.6 

計 3,060 10,714 29.3 

Ｒ06年度 

ＩＣＵ 1,134 4,252 11.6 

ＨＣＵ 2,381 7,733 21.2 

計 3,515 11,985 32.8 

Ｒ07年度 

ＩＣＵ 885 3,874 10.6 

ＨＣＵ 2,771 8,133 22.3 

計 3,656 12,007 32.9 
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◆疾患別収容患者数（単位：人） 

年 度 区 分 循環器 脳血管 呼吸器 腹部 熱傷 

左記以

外呼吸

管理 

その他 計 

Ｒ03年度 

ＩＣＵ 432 123 111 64 18 1 236 985 

ＨＣＵ 200 156 613 206 8 13 757 1,953 

計 632 279 724 270 26 14 993 2,938 

Ｒ04年度 

ＩＣＵ 586 109 60 88 15 2 238 1,098 

ＨＣＵ 167 127 565 215 5 37 1119 2,235 

計 753 236 625 303 20 39 1357 3,333 

Ｒ05年度 

ＩＣＵ 489 117 65 122 18 8 224 1,043 

ＨＣＵ 274 143 479 158 7 18 922 2,001 

計 763 260 544 280 25 26 1146 3,044 

Ｒ06年度 

ＩＣＵ 526 121 59 118 21 3 279 1,127 

ＨＣＵ 331 321 392 272 32 13 1007 2,368 

計 857 442 451 390 53 16 1286 3,495 

Ｒ07年度 

ＩＣＵ 314 106 41 135 21 7 251 875 

ＨＣＵ 527 347 323 406 20 14 1121 2,758 

計 841 453 364 541 41 21 1372 3,633 

 

◆ドクターヘリ出動種類別実績（ドクターヘリ事業は平成14年１月１日から開始) 

年 度 
総出動要請数

(件) 

救急現場 

(件) 

病院間転送

(件) 

キャンセル

(件) 

当院搬送数

(件) 

当院搬送割合

（％） 

Ｒ03年度 398 290 31 77 125 38.9 

Ｒ04年度 359 255 27 77 90 31.9 

Ｒ05年度 360 248 40 72 99 34.4 

Ｒ06年度 362 272 22 68 132 44.8 

Ｒ07年度 395 291 17 87 141 45.7 

病院間転送・・・・本院から他院への患者搬送，他院から本院又は他院への患者搬送 

キャンセル・・・・出動命令後の要請取消 

当院搬送割合・・・当院搬送数／救急現場＋病院間転送 
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エ 大学病院病床数・患者数等 

◆病床数（単位：床） 

年 度 一 般 精 神 計 稼働病床数 

Ｒ03年度 853 47 900 832 

Ｒ04年度 853 47 900 832 

Ｒ05年度 853 47 900 832 

Ｒ06年度 853 47 900 871 

Ｒ07年度 853 47 900 885 

 

◆外来患者数 

年 度 新患者数（人） 延患者数（人） １日平均（人） 診療日数（日） 

Ｒ03年度 12,788 638,492 2,574.6 248 

Ｒ04年度 12,747 651,606 2,627.4 248 

Ｒ05年度 12,664 647,759 2,601.4 249 

Ｒ06年度 12,484 665,820 2,621.3 254 

Ｒ07年度 12,596 683,556 2,723.3 251 

 

◆入院患者数 

年 度 
延患者数

（人） 

１日平均

（人） 

診療実日数

（日） 

新入院患者

数（人） 

退院患者数

（人） 

平均在院日

数（日） 

病床利用率

（％） 

Ｒ03年度 259,543 711.1 365 23,516 23,538 10.0 85.5 

Ｒ04年度 256,272 702.1 365 23,849 23,852 9.7 84.4 

Ｒ05年度 270,154 738.1 366 25,176 25,218 9.7 88.7 

Ｒ06年度 294,618 807.2 365 27,298 27,167 9.8 91.6 

Ｒ07年度 300,975 824.6 365 29,135 29,111 9.3 93.2 

※ 平均在院日数 ＝ (延患者数－退院患者数) ／ 1/2(新入院患者数＋退院患者数) 

 

◆地域医療連携関係（Ｒ07年度） 

区 分 紹介患者数 事前紹介予約受付数 

延数（人） 35,271 26,831 

１日平均（人） 140.5 106.9 

(R8.3.31現) 

登録医施設数 登録医数（人） 

1,613 1,801 

 

 

※ 
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オ 大学病院分析指標（主要比率） 

◆職員数等（単位：人） 

年 度 100床当たりの職員数 100床当たりの医師数 100床当たりの看護師数 

Ｒ03年度 243.5 60.5 126.1 

Ｒ04年度 242.5 58.4 112.7 

Ｒ05年度 242.2 58.8 106.1 

Ｒ06年度 239.8 55.5 101.1 

Ｒ07年度 244.7 56.9 109.6 

 

年 度 
患者100人当たりの 

職員数 

患者100人当たりの 

医師数 

患者100人当たりの 

看護師数 

Ｒ03年度 129.1 32.1 66.8 

Ｒ04年度 127.9 30.8 59.4 

Ｒ05年度 125.5 30.5 55.0 

Ｒ06年度 130.1 30.1 54.9 

Ｒ07年度 125.0 29.1 56.0 

 

◆収入（単位：千円） 

年度 入院収入 外来収入 

Ｒ03年度 22,035,306 16,401,216 

Ｒ04年度 21,464,436 17,475,591 

Ｒ05年度 22,747,488 17,862,139 

Ｒ06年度 25,604,402 18,478,494 

Ｒ07年度 27,889,031 20,654,388 

注) 室料差額収入は含まれていない。 

 

年 度 100床当たりの医療収入 職員１人当たりの年間収入 医師１人当たりの年間収入 

Ｒ03年度 4,619,774 18,972 76,415 

Ｒ04年度 4,680,292 19,296 80,124 

Ｒ05年度 4,880,965 20,154 83,046 

Ｒ06年度 5,298,425 21,877 90,149 

Ｒ07年度 5,485,132 22,412 96,316 

※ 100床当たりの収入等の算出基礎となる病床数は稼働病床数とした。 

※ 100床当たりの医療収入の算出は外来収入も含めた金額とした。 
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カ 令和７年度における愛知医科大学病院の事業運営に関する主な事項 

〇病床管理部の発足 

全病床を一元的に管理する「病床管理部」が，令和７年10月1日に発足しました。 

当院は，地域のかかりつけ医と連携し，高度な専門治療や緊急時の対応を担う「地域の中

核」となる病院です。地域包括システムにおいて，当院の病院機能が十分に発揮できるよう，

患者最適，病院全体最適の観点から，病床稼動100％を目標とした病床管理・運用を目的に

病院長が「病床管理部」を設置いたしました。病症管理部は，病床運用の種別に応じた基本

的事項，具体的な運用方法を明確化し，限られた病床を有効かつ効率的に運用し，病床稼働

率を最大限に引き上げ有効かつ効果的な病床管理一括して行います。これらは安定した病院

運営へ直結するため，「最善の医療の提供」「患者の安全確保」「病床の 1 日単価の最大化」

「入院患者数の増加」を基本方針とし，可能な限り多くの患者に適切な医療の提供が可能と

なりました。 

 

〇令和７年の手術件数（局所麻酔含む）が，12,000 件（12,512件）の大台到達 

年間 12,000 件の手術件数は，全国屈指の実績です。手術室１室当たりにすると約 600 件

に上ります。ここまで手術件数を増やすことができたのは，各診療科の手術に対する積極的

な姿勢，麻酔科医の確保に加え，看護師，臨床工学技士及び薬剤師等の多職種連携の推進が

大きな要因です。更に，ハード面を整備し，デジタル技術の活用によって手術室内の進捗が

手術室外からも把握でき，より柔軟かつ効率的な対応が可能となりました。 

 

〇ドクターヘリ出動件数10,000件突破 

令和８年3月 9日に当院のドクターヘリ出動件数が１万件に到達しました。当院は，平成

14 年１月から愛知県のドクターヘリ基地病院として運用を開始し，全国でも４番目の歴史

ある基地病院です。地域の皆さまに支えられ，運用開始から 24 年２か月で大きな節目を迎

えることができました。当院のドクターヘリは，救急専門医と看護師が搭乗し，現場での救

命処置を行いながら病院へ搬送することから「空のＩＣＵ」と呼ばれています。365日体制

で運航しており，重症患者さんの救命に欠かせない存在として活動を続けています。 

 

〇クラウドファンディングで導入した「ラピット・ドクターカー」運用開始 

クラウドファンディング（ＣＦ）で新しい緊急車両「ラピッド・ドクターカー」を導入し，

令和８年２月３日から運用をスタートしました。地元消防から要請を受け，医療スタッフが

いち早く現場に駆け付けて初期治療を行います。ドクターへリ基地病院である当院は，陸路

でも救急医療を強化します。新車両は患者搬送機能を設けない 8 人乗りのハイブリッド車

で，生体情報モニターやＡＥＤをはじめ，蘇生用具一式等を搭載しています。当面は平日の

日中の時間帯に医師，看護師らが周辺市町に出動し，３次救急の「病院前救急診療」に対応

します。 
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〇「愛知県重症外傷センター」の指定 

令和７年８月１日付けで愛知県より「愛知県重症外傷センター」に指定されました。 

愛知県では，令和５年1月から救命救急センター２病院を試行病院として，重症度・緊急 

度が高く生命に危険がある重症外傷患者の受入れの試行運用を行ってきました。当院はその  

試行病院の 1 つとして運用に参加してまいりました。このたび，試行運用の実績を踏まえ， 

関係機関との協議を経て，当院含め４病院が「愛知県重症外傷センター」に指定され，本格 

運用が開始されることとなりました。「愛知県重症外傷センター」は，救命救急センターの 

更なる機能強化および医療の質の向上を目的に，重症外傷患者の集約化と外傷治療レベルの 

向上，救命率の向上を図る取り組みです。 

 

〇タスク・シフト／シェアの推進 

令和７年度において，外来に医師事務作業補助者を 61 名配置及びすべての診療科への配

置が完了しました。医師の指示の下，診察及び各種検査の代行入力，病名の代行登録や指導

管理料の代行入力など新たな業務拡大を推進することで，医師の働き方改革としてタスク・

シフト／シェアを推進しました。 
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  ＜愛知医科大学メディカルセンター＞ 

ア 愛知医科大学メディカルセンター概要 

   ◆特徴 

令和３年４月１日、岡崎市北部に愛知医科大学として初めての分院「メディカルセ

ンター」を開設し、５年が経過しました。当院では、岡崎市・豊田市をはじめとする

周辺地域の医療機関と連携し、急性期治療後の早期から慢性期に至るまで、幅広い患

者を対象に大学病院分院ならではの質の高い医療を提供しています。 

令和５年４月からは、365日24時間対応の二次救急受入れを開始し、軽症・中等症の

救急患者を受け入れることで、岡崎市北部および豊田市南部地域の救急医療体制の一

翼を担っています。 

開院当初は、総合診療科、整形外科、消化器内科、腎臓リウマチ膠原病内科、循環

器内科、糖尿病内科の常勤体制でしたが、その後、神経内科、疼痛緩和外科、皮膚

科、外科医師が加わり、今年度からリハビリテーション科も新設されました。 

本院とは異なり、一般急性期病床・回復期病床・医療療養病床を備え、透析設備

（腎臓病センター）をはじめ、放射線検査室（ＣＴ・ＭＲＩ装置）、内視鏡検査室、膀

胱鏡検査室など、充実した設備を整えています。さらに、通所リハビリテーションお

よび24時間対応の訪問看護ステーションを設置し、地域に密着した多機能型病院とし

ての役割を果たすとともに、次世代の医療人を育成する地域の教育施設としての機能

も一層充実させていきます。 

 

◆理念 

地域を守り共に生きる中核病院として，患者本位の医療を目指します。 

・社会の信頼に応えうる医療機関 

・人間性豊かな医療人を育成できる教育機関 

 

◆基本方針 

１. 継続性を重視した医療の提供  

２. 治し支える医療の実践  

３. 医療，介護，福祉へのつなぐ医療の実践  

４. 信頼関係を大切にした安全で良質な医療の提供  

５. 豊かな人間性と優れた医療技術を持った医療人の育成  

６. 地域の医療機関と連携し，地域の医療・福祉の向上に貢献  

 

   ◆許可病床数               ◆診療科 

一 般 90床 

療 養 180床 

透析用ベッド 20床 

   

診療科 19科 
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◆職員数（単位：人） 

区  分 職員数 

医師 31 

看護職員 
 看護師 134 

 准看護師 2 

医療職員 

 薬剤師 6 

 臨床検査技師 6 

 診療放射線技師 9 

 理学療法士 68 

 作業療法士 17 

 言語聴覚士 8 

 栄養士 4 

 視能訓練士 0 

 臨床工学技士 7 

 臨床心理士 0 

 精神保健福祉士 0 

 社会福祉士 6 

事務職員  事務職員 32 

業務職員 
 看護補助員 16 

 技術補助員 1 

その他 1 

合  計 348 

臨床研修医 0 
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イ 愛知医科大学メディカルセンター業務統計 

◆各中央診療部門等の業務統計（R08.3.31）（単位：件） 

業務名 件数 計 

手術件数 521 521 

放射線取扱件数 診断 20,737 20,737 

調剤件数 24,824 24,824 

注射薬処方件数 19,547 19,547 

院外処方件数 28,439 28,439 

病理検査件数 

病理組織検査 0 

351 
術中組織検査 0 

病理診断(全て外注委託） 266 

細胞診断(全て外注委託） 85 

輸血業務 

輸血検査(全て外注委託） 1,441 

1,835 

同種血輸血(単位) 336 

自己血輸血(単位) 58 

細胞採取(回) 0 

活性化自己リンパ球輸入療法(回) 0 

臨床検査件数 

微生物学的検査 1,775 

77,395 

免疫血清学的検査 3,905 

血液学的検査 15,093 

生理機能検査 5,442 

一般検査 5,618 

遺伝子検査 1 

生化学的検査 21,725 

緊急検査 0 

外注検査 23,836 

リハビリテーション患者

延数 

外来患者(人) 14,374 
84,811 

入院患者(人) 70,437 

腎センター患者延数 
外来患者(人) 1,718 

6,214 
入院患者(人) 4,496 

内視鏡センター検査件数 
上部消化管内視鏡 242 

377 
下部消化管内視鏡 135 
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ウ 愛知医科大学メディカルセンター病床数・患者数等 

◆病床数（単位：床） 

年 度 一 般 療 養 計 稼働病床数 

Ｒ03年度 90 180 270 190 

Ｒ04年度 90 180 270 230 

Ｒ05年度 90 180 270 230 

Ｒ06年度 90 180 270 230 

Ｒ07年度 90 180 270 230 

 

◆外来患者数 

年 度 新患者数（人） 延患者数（人） １日平均（人） 診療実日数（日） 

Ｒ03年度 5,072 37,043 123.9 299 

Ｒ04年度 6,316 45,749 152.0 301 

Ｒ05年度 6,996 49,987 136.6 366 

Ｒ06年度 6,981 54,939 150.5 365 

Ｒ07年度 6,093 54,418 149.1 365 

※初診料・再診料を算定する患者数を計上 

 

◆入院患者数  

年 度 
延患者数

（人） 

１日平均

（人） 

診療実日数

（人） 

新 入 院 

患者数（人） 

退院患者数

（人） 

平 均 在 院 

日数（日） 

病床利用率

（％） 

Ｒ03年度 42,434 116.3  365 725 693 58.9 61.2 

Ｒ04年度 50,706 138.9  365 787 761 64.5 60.4 

Ｒ05年度 62,555 170.9 366 1,186 1,169 52.1 74.3 

Ｒ06年度 72,823 199.5 365 1,417 1,402 51.7 86.7 

Ｒ07年度 75,160 205.9 365 1,494 1,492 49.3 89.5 

※ 平均在院日数 ＝ (延患者数－退院患者数) ／ 1/2(新入院患者数＋退院患者数) 
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エ 愛知医科大学メディカルセンター分析指標（主要比率） 

◆職員数等（単位：人） 

年 度 100床当たりの職員数 100床当たりの医師数 100床当たりの看護師数 

Ｒ03年度 143.2 6.8 51.6 

Ｒ04年度 124.8 8.3 48.7 

Ｒ05年度 137.4 10.9 53.5 

Ｒ06年度 146.1 11.3 56.1 

Ｒ07年度 151.3 13.5 59.1 

※100床当たりの収入等の算出基礎となる病床数は稼働病床数とした。 

 

年 度 
患者100人当たりの 

職員数 

患者100人当たりの 

医師数 

患者100人当たりの 

看護師数 

Ｒ03年度 109.9 5.3 39.6 

Ｒ04年度 98.7 6.5 38.5 

Ｒ05年度 102.8 8.1 40.0 

Ｒ06年度 96.0 7.4 36.9 

Ｒ07年度 98.0 8.9 38.9 

 

◆収入（単位：千円） 

年度 入院収入 外来収入 

Ｒ03年度 1,559,946 644,704 

Ｒ04年度 1,788,975 554,940 

Ｒ05年度 2,226,455 486,657 

Ｒ06年度 2,681,930 560,126 

Ｒ07年度 2,870,215 557,196 

注) 室料差額収入は含まれていない。 

 

年度 通所リハビリ 訪問介護 

Ｒ03年度 10,172 56,525 

Ｒ04年度 12,226 51,224 

Ｒ05年度 11,192 42,988 

Ｒ06年度 11,259 34,438 

Ｒ07年度 10,802 35,690 

※外来収入に通所リハビリと訪問介護は含まれていない。 
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年 度 100床当たりの医療収入 職員１人当たりの年間収入 医師１人当たりの年間収入 

Ｒ03年度 1,160,342 8,105 169,588 

Ｒ04年度 1,019,093 8,167 123,364 

Ｒ05年度 1,179,614 8,586 108,524 

Ｒ06年度 1,409,590 9,649 124,694 

Ｒ07年度 1,490,179 9,849 110,562 

※ 100床当たりの収入等の算出基礎となる病床数は稼働病床数とした。 

※ 収入に通所リハビリと訪問介護は含まれていない。 

 

オ 令和７年度における愛知医科大学メディカルセンターの事業運営に関する主な事項 

〇メディカルセンターの令和７年度の状況 

令和７年度は「突破の年」と位置づけ，ベッドコントロール機能の強化に取り組みま 

した。その結果，二次救急医療における実績が向上し，入院延患者数は前年比３．２％ 

増加しました。 

一方，外来延患者数は，令和７年の年末年始に発生したインフルエンザおよび新型コ 

ロナウイルス感染症の流行による大幅増加の反動で，前年比１.０％減少しました。 

○医療機関・高齢者施設等との連携強化 

・安城更生病院との紹介Ｗｅｂシステム導入   

      従来は電話・ＦＡＸによる紹介対応を行っていましたが，同院受付時間の制約を 

踏まえ，より円滑な紹介を実現するためＷｅｂシステムへの登録体制を整備しまし 

た。 

    ・岡崎市民病院との画像データ転送システム構築   

      令和４年８月より「ひいらぎシステム」を用いた転院連携を開始し，依頼後２日 

以内の受入れを目標に運用を継続しています。これまで画像データ確認に時間を要 

していた課題を解消するため，同院主導のnetPDIシステムを導入しました。課題 

は残るものの，令和８年度内の本格運用を目指し協議を継続しています。 

○特定技能外国人の採用 

正規職員・派遣職員の募集では欠員補充が困難な状況が続き，看護補助員数の確保や

高年齢職員の退職リスクへの対応が課題となっていました。 

このため，令和８年３月より愛知医科大学として初めて特定技能外国人を採用しまし

た。採用者は非常に勉強熱心であり，今後の戦力として期待されています。 

  ○患者給食への完調品導入 

従来の院内調理方式は人員確保や材料費高騰への対応が難しく，契約更新時に業務内

容の調整が困難でした。そこで，BCP対策の一環として完調品による給食提供を開始し，

安定した調理体制の確保を図りました。 

  ○学生アルバイト（愛Crew）の導入 

本院で好評を得ていた学生アルバイト制度をセンターでも導入し，患者・学生・看護

師から高い評価を得ています。 
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  ○セカンドオピニオン外来の開設 

地域多機能病院として地域住民に寄り添った医療を提供するとともに，大学病院の専

門性を活かした診療体制の充実を目的にセカンドオピニオン外来を新設しました。 

〇救急体制の充実 

令和７年度の救急車受入件数は1,149件（前年比６.８％減）でしたが，不応需率は 

15.0％から 12.7％へと２.３ポイント改善し，受入体制の強化が成果を上げました。 

一方，ウォークインでは，昨年度は感染症流行により受入件数が多かったものの，本 

年度は感染症の落ち着きにより減少しました。 

〇南館 高圧受変電設備整備 

南館に設置されている高圧受変電設備（キュービクル）は設置後 20 年が経過し，屋

外設置による内部機器の劣化が進行していました。 

電源供給の信頼性向上と故障防止を目的に，劣化部品の交換整備を実施しました。 

〇診療関連機器整備 

医療機器の経年劣化が進む中，入院患者・手術件数の増加への対応，身体拘束最小化 

の取り組みの推進を図り，医療の充実を図るため関連機器の更新・整備を行いました。 

    ・全自動化学発光酵素免疫測定装置 

    ・麻酔記録装置 

    ・センサーベッド 

〇ＩＣＴ機器の導入による業務効率化 

・訪問看護ステーションのＤＸ対応   

     外部業務が中心である訪問看護ステーションにおいて，限られた人員で効率的に業 

務を遂行できるよう，外出先でも利用者情報の登録・閲覧が可能なタブレット端末を 

整備しまた。 

   ・メディカルセンター電子カルテ（クラウドチャート）更新事業   

     来年度４月の全体稼働を目指し，クラウド型電子カルテの更新や，情報共有の迅速 

化と業務効率の向上を図っています。 
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  ＜眼科クリニックＭｉＲＡＩ＞ 

  ア 眼科クリニックＭｉＲＡＩ概要 

   ◆特徴 

    １．大学病院と同等以上の設備 

当クリニックでは，日帰り手術，診断機器ともに，大学病院と同等以上の最先端 

の診療機器を備え，安全，安心な眼科日帰り手術，外来診療を実現します。一例を 

挙げると，網膜・緑内障診断に不可欠な最新の画像診断機器，前眼部画像診断，ヘ 

ッドマウント型視野検査，手術機械と連動する白内障術前検査機器，３次元手術シ 

ステム，緑内障の低侵襲レーザー治療機器などを完備しています。 

２．日本を代表する各分野の専門医 

当クリニックの手術，診療を担当するのは，経験豊富な愛知医科大学眼科の専門 

医です。網膜（瓶井資弘主任教授），緑内障（三木篤也クリニック長）各専門クリ 

ニックの責任者はいずれも国内，海外学会で指導的立場にあり，多数の教育講演や 

教科書，論文の執筆等を通して日本の眼科医療を引っ張ってきたエキスパートです。 

他の診療担当医もすべて，これら責任者の指導の下，高い技術を身につけた愛知医 

科大学眼科のエキスパートです。 

３．最先端医療の開発・導入 

当クリニックでは，現在の眼科医療最高レベルの設備，技術で診療を行うだけで 

なく，更に高いレベルを目指すため，大学病院ならではの新しい診断，治療技術の 

研究，開発に積極的に取り組みます。特に，新たな近視抑制治療，新たな緑内障診 

断機器，新たな網膜硝子体手術機器を企業との共同研究で開発し，その結果をいち 

早く患者様に還元します。 

◆理念 

愛知医科大学眼科クリニックＭｉＲＡＩ（Eye Center）は，大学の附属施設でありな 

がら，眼科に特化したクリニックです｡１）眼科日帰り手術，２）高度で専門性の高い 

外来診療，３）新たな治療開発のための研究が三本の柱です。 

 

“明るく前向きに生きる”を手助けする 

Support bright and positive life 

世界をリードする眼科診療 

World-leading ophthalmologic practice 

高精度の医療技術，最新の医療機器で，安心な治療を提供 

Provide reliable eye care with accurate and state-of-the-art technology 

近視の病態解明と進行抑制治療の開発 

 Elucidate the mechanism of myopia to develop preventive strategies 

眼科医療革新のための新たな産学連携拠点 

 A new academic-industry collaboration hub for ophthalmologic innovation 
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◆開院時の構想と概要 

愛知医科大学眼科クリニックＭｉＲＡＩは，令和４年７月１日に開院しました。本クリニッ 

クは，大学病院の専門知識，技術，医療機器を活用し，産学連携型の最先端眼科クリニックを

目指して設立されました。緑内障，網膜硝子体，眼窩涙道の分野において，専門家による外来

診療を提供し，日帰り手術にも対応してきました。また，株式会社メニコンとの連携を継続し，

近視進行抑制研究の拠点としての機能も果たしました。令和７年度は４年目を迎え，地域貢献

と先進医療の実践を両立する体制づくりに注力しました。 

 

◆職員数（単位：人） 

区  分 職員数 

医師 2 

看護職員 看護師 6 

医療職員 視能訓練士 5 

事務職員 5 

兼務職員 1 

合  計 19 

 

◆診療科 

診療科 2科 

 

イ 眼科クリニックＭｉＲＡＩ患者数等 

◆外来患者数（単位：人） 

年 度 新患者数 延患者数 １日平均 紹介患者数 

Ｒ04年度 1,011 5,411 28.5 454 

Ｒ05年度 1,244 9,977 40.7 561 

Ｒ06年度 1,375 10,472 43.3 640 

Ｒ07年度 1,468 12,512 51.5 652 

 

◆手術患者数（単位：人） 

年 度 
白内障 

手術 

硝子体 

手術 

緑内障 

手術 

その他 

手術 

光凝固術 

(ﾚｰｻﾞｰ) 
眼形成 計 

Ｒ04年度 246 13 51 2 127 103 542 

Ｒ05年度 419 63 120 11 204 279 1,096 

Ｒ06年度 426 84 135 7 191 262 1,105 

Ｒ07年度 522 100 150 9 186 349 1,316 
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ウ 令和７年度における眼科クリニックＭｉＲＡＩの事業運営に関する主な事項 

〇令和７年度の活動と実績 

令和７年度も，日帰り手術及び専門外来を通じた高度な医療の提供に加え，研究・啓発活

動の強化を図った一年となりました。 

特に近視進行抑制の臨床研究においては，株式会社メニコンとの産学連携のもと，研究参

加者（被験者）の増加を目指した広報活動が行われ，その一環としてテレビから取材を受け

たり，名古屋市東区在住の女子高校生を対象に「医療×研究のシゴトを知りキャリアを考え

る交流会」が開催され，これらにより地域社会との結びつきが一層強化されました。 

また，世界緑内障週間（３月）に合わせて「ライトアップ in グリーン運動」に参加。夜

間にクリニック外観を緑色にライトアップし，併せてクリニック内に啓発ポスターを掲示，

地域住民への病気理解の促進を図りました。 

市民公開講座も開院以来継続的に開催し，白内障・緑内障・網膜硝子体など身近な目の病

気をテーマに，わかりやすく解説する機会を提供しました。 

さらに広報活動として，クリニック長の朝の情報番組への出演，従前からの名古屋市営地

下鉄桜通線車内放送広告のみならず，新たに東山線での車内放送広告も開始し，地域におけ

る認知度がさらに高まりました。 

 

〇施設設備の整備状況 

令和７年度は，高調波対策工事を実施。高調波とはＯＡ機器やエアコン等の半導体応用

機器から発生する電圧・電流であり，他の医療機器や家電等に悪影響を及ぼす他，場合に

よっては火災等の事故が発生することから，高調波を抑制するための装置リアクトルの設

置とコンデンサの取り替えが行われました。 
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（３）大学運営関連事業 

ア 大学運営審議会 

学長と副学長を中心に教育・研究・診療に係る重要事項及び将来構想等を審議する機 

関として発足した「大学運営審議会」においては，令和７年度は全13回を開催し，様々 

な事項への対応等を審議してきました。 

年度始めに両学部・両研究科及び大学附属施設に対し，大学重点項目に照らして当該

年度の到達目標と方策を提示させ，年度末に評価を行い改善することで，ＰＤＣＡサイ

クルの確立とガバナンス体制の強化に努めています。 

両学部における教授選考に係る委員会として，令和７年度新たに医学部９件及び看護 

学部１件の教授候補者選考委員会を立ち上げた結果，令和６年度の継続を含め医学部４ 

名及び看護学部１名の教授が選考され，医学部８件及び看護学部１件が選考継続中とな 

っています。 

【大学重点項目】 

・ 世界を見据えた教育活動の推進と実践 

・ 世界をリードする特徴的な研究推進の基盤形成 

・ アジア諸国も含めた国際交流の推進 

・ 本学を支える卓越した人材の育成と確保 

・ 国家試験合格率の高水準維持 

・ 充実した学修支援のための教育環境整備 

・ 教育・研究活動を支える組織の活性化 

・ 地域とともに歩む医療の実現と社会貢献 

・ 大規模災害時の地域社会支援 

・ 本学の持続的発展を可能とする財政基盤の確立 

イ 寄附講座 

医学部に次の６つの寄附講座を設置しており，それぞれの設置目的に合わせた運営を 

行いました。 

令和７年５月末をもって設置期間終了となる痛み医療開発寄附講座は，設置期間を１ 

年 10か月更新しました。 

また，令和７年度末をもって設置期間が終了となる造血細胞移植振興寄附講座は，設 

置期間を１年間更新し，分子疫学・疾病制御学寄附講座は講座終了となりました。 

・ 造血細胞移植振興寄附講座   （設置期間：Ｒ８.４.１～Ｒ９.３.31） 

・ 腎疾患・移植免疫学寄附講座  （設置期間：Ｒ６.４.１～Ｒ９.３.31） 

・ 地域総合診療医学寄附講座   （設置期間：Ｒ６.４.１～Ｒ11.３.31） 

・ 分子疫学・疾病制御学寄附講座 （設置期間：Ｒ４.４.１～Ｒ８.３.31） 

・ 近視進行抑制寄附講座     （設置期間：Ｒ４.４.１～Ｒ９.３.31） 

・ 痛み医療開発寄附講座           (設置期間：Ｒ７.６.１～Ｒ９.３.31） 

 

 



－ 62 － 

ウ 災害医療教育等関係 

・ 災害医療コーディネート研修の開催 

愛知県，愛知県医師会及び本学（災害医療研究センター）との三者で共同開催し 

ている「災害医療コーディネート研修」を令和７年９月21日（日）及び令和８年 

３月１日（日）に開催し，医師のみならず，コメディカルや事務職員など，幅広い 

職種の方々が２日間で117名参加し，大規模災害時において医療機関等がどのよう 

な被害を受け，それに対してどう備えるべきかについて過去の活動経験を踏まえ講 

演が行われ，実際の活動状況を学ぶ機会として参加者から好評を得ました。 

・ 厚生労働省老人保健健康増進等事業 

      厚生労働省老健局の補助金事業として，「広域的長期浸水（湛水）・液状化被害に  

よる長期孤立が予測される海抜ゼロメートル地帯における災害時福祉医療連携ネ 

ットワークモデルの作成を目指した調査研究事業」が，令和６年度に引き続き令和 

７年度も採択され，4,638千円の補助金を獲得しました。 

本事業では，長期浸水・液状化により孤立が懸念される海抜ゼロメートル地帯の 

高齢者介護施設，市町村を対象に，災害時の福祉・医療連携を強化するための実践 

的な仕組み作りを目指して，令和６年度に開発した「災害時保健医療福祉情報連携 

ネットワークシステム（DH-Wins）アプリ」を改良し，研修会，実証訓練を通じて， 

情報共有の流れ，地域脆弱性の把握，避難者管理，福祉・医療連携，通信多重化の 

妥当性を確認しました。 

・ 愛知県委託事業「令和７年度介護施設等防災リーダー養成研修事業」 

近年頻発している大規模地震などの激甚災害に対して，要配慮者を預かる介護施 

設等がどのように対策を講じて備えていくかを考え，「防災リーダー」を養成する 

ことを目的として，令和３年度以降，愛知県から本学が受託しています。今年度 

は，令和７年11月から令和８年１月までの間に全10回の研修会を３会場で延べ６ 

日間開催し，各施設における危機意識の向上及びＢＣＰの見直しに繋がりました。 

・ シャトルバスの運行 

職員のみならず患者ご家族やお見舞いの方々の利便性向上を目的として，本院と

メディカルセンター間でシャトルバスを定時運行しています。 

令和８年２月２日（月）からは，昼間帯における本院発の出発時間を30分早め，

メディカルセンターでのお見舞い時間に配慮した運行とすることで利用者の増加

がみられ，更なるサービス向上に繋がっています。 

エ 広報事業 

 ・ 東海の大学力 

「東海の大学力2025」は，「時代の変化に呼応する，知の最前線」をテーマとし 

理事長・学長，両学部長への取材に基づいて記事の編集が行われました。併せて， 

令和７年１月にオープンした次世代型リハビリテーション医療施設「《プロリハ》 

リハビリテーション」も記事に加え，「東海の大学力」をはじめ，朝日新聞朝刊（名 

古屋本社版），朝日新聞デジタル特集ページ，協賛大学情報ミニブックに掲載され 
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ました。 

・ 「救急の日」新聞広告 

平成29年度から実施している９月９日「救急の日」のブランド広報について，令

和７年度も９月９日の中日新聞朝刊にカラー全15段広告を掲載しました。理事長，

学長をはじめとする本学関係者と愛知県知事による救命救急に関する座談会を初

めて企画し，メインの記事（写真付き）としました。紙面の下段は例年掲出の病院

とドクターヘリの写真を載せ，「救急医療＝愛知医科大学」のイメージ定着の継続

を図りました。 

    ・ ホームページ 

      大学・病院広報の重要な媒体として位置付けられるホームページは，受験生，患 

者をはじめとするステークホルダーにとって，分かりやすく魅力あるホームページ 

となるよう心掛けて作成しています。ホームページトップには「ピックアップ」「ト 

ピックス」として，教育・研究・診療に関するニュース等を掲載し，大学・病院の 

魅力を発信しています。令和７年度は「ピックアップ」に大学３件，病院４件，「ト 

ピックス」に大学20件，病院１件の情報を掲載し，さまざまなステークホルダーに 

対する情報発信に努めました。 

    ・ 公式ＳＮＳの運用開始 

令和５年９月に運用を始めた本学公式ＳＮＳ（Ｘ，Instagram）については，令 

和８年３月時点で，フォロワー数がＸ：510名，Instagram：2025名，投稿累計数が 

Ｘ：233件，Instagram：288件となり，SNS上における本学の認知度の向上が認めら 

れています。令和８年２月16日に公開したラピッド・ドクターカーお披露目式の動 

画は，表示回数113,512回，反応数1,815回と大きな反響がありました。 

また，令和７年度からＳＮＳ広告事業としてＸ，Instagramへの広告配信をスタ

ートし，本学と本院，メディカルセンターの知名度向上に取り組んでいます。１年

間で広告の総表示数が6,416,914回，総クリック数は91,013回を超え，多くの方に

閲覧していただくことができました。 

  オ 公開講座の開催 

   ・公開講座概要 

     講 座 名：愛知医科大学公開講座 

     開催時期：９月の土曜日（全３回） 

     開催時間：午後２時から午後４時30分 

     開催場所：たちばなホール(大学本館２階) 

開催回数：３回 

講 師：本学教員(１回につき３名) 

・公開講座年次推移（単位：人） 

年度 講座名 申込者数 
受講者延数 

男性 女性 不明 

Ｒ03年度  コロナ時代の健康講座 1,509 ※964 
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Ｒ04年度  創立50周年記念公開講座 200 153 151 96 

Ｒ05年度  知ってお得なこれからの医療 229 145 129 66 

Ｒ06年度  楽しく学べる健康講座 191 99 152 21 

Ｒ07年度  今こそ知りたい○○の話 275 114 187 4 

※ 受講者の平均年齢層は70歳代 

※  Ｒ３はYouTubeによる動画公開形式で開催し，受講者延数は視聴回数です。 

カ 公的研究費の獲得支援 

科学研究費獲得支援の一環として令和７年度科学研究費助成事業申請支援を目的に 

科研費獲得支援セミナーを実施しました。 

また，学内の研究を活性化するため，分野横断的な研究活動を支援する研究ユニッ 

ト創出支援事業を実施し，本事業により設置した研究ユニットへの研究費支援及び「学 

内研究ユニット創出支援事業成果発表会」を開催しました。 

研究費支援に採択された研究ユニット（９ユニット）へそれぞれ50万円の研究費を 

配分し，各ユニットにおいて研究が行われました。 

また，成果発表会においては，研究費の配分を受けた各ユニットが口演発表を行った

ほか，学内研究者から，21件のポスター発表が行われました。 

キ 地域連携関係 

    ・ 長久手市との連携事業等 

平成24年１月に長久手市と連携協定を締結していますが，平成29年度には，長久 

手市の，同市と連携協定を締結している４大学（本学，愛知県立大学，愛知県立芸 

術大学，愛知淑徳大学）が連携し，長久手市大学連携基本計画「長久手市大学連携 

推進ビジョン４Ｕ」を策定しました。令和７年度は，引き続き各大学がワーキング 

活動を実施できる環境が整った時点で申し出て実施することとなりました。本学で 

は，今年度はワーキング活動は実施せず，長久手市大学連携調整会議への出席を通 

じて継続的な連携関係の維持を確認しました。今後も，長久手市との連携を通じて， 

多面的に地域社会との連携を推進していきます。 

ク 研究活動等 

令和７年度における科学研究費の採択件数及び受入れ金額，受託研究費，共同研究費 

及び一般財団等からの研究助成の受入れ件数・金額等は，以下のとおりでした。 

・ 科学研究費 

  文部科学省等    161件  245,120千円（前年度比  82.2％） 

  厚生労働省       6件   36,267千円（前年度比  84.2％） 

・ 受託研究費      45件  398,687千円（前年度比  65.9％） 

・ 共同研究費      15件   64,199千円（前年度比 128.3％） 

・ 研究助成       28件   45,452千円（前年度比  52.4％） 

    また，奨学寄附金については，262件，114,487千円（前年度比107.3％）の申込み 

がありました。 

    なお，令和７年度科学研究費の申請件数は183件（前年度比108.3％）となりました。 
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    〇 公的研究費等の不正防止に関する体制整備等 

令和３年２月に国の「研究機関における公的研究費の管理・監査のガイドライン 

（実施基準）」（ガイドライン）が改正され，研究機関のガバナンス強化，意識改革 

などを始めとして国の公的研究費に係る不正防止の取り組みがより強化・厳格化さ 

れることとなりました。 

      これを受けて，令和３年度から引き続き，監事の研究不正防止活動への関与の強 

化として，監事との連携・情報共有を目的とした連絡会議，大学運営審議会へ監事 

の出席を得ての意見の聴取，同審議会への研究不正防止活動実施に関して監事から， 

研究不正防止活動は概ね適正に行われており，これを継続すること，及び研究費執 

行のモニタリングや研究費不正使用防止の体制の見直しを行い，より本学の体制に 

合った研究不正防止体制の整備を図っていく必要があるとの勧告が行われたほか， 

研究不正防止の意識高揚を図るための啓発活動として，学内の研究不正防止活動の 

周知等を実施しました。 

      また，研究費の不正使用等の防止・研究活動における不正行為の防止を目的とし 

たコンプライアンス教育及び研究倫理教育については，日本学術振興会の構築した 

eラーニングコース「eL CoRE」により実施しました。 

    〇 研究創出支援センター関係 

      研究創出支援センターのバイオバンク部門は，臨床研究における研究基盤である 

臨床検体を，横断的に質を保って保存・供給することにより，本学の臨床研究をよ 

り推進することを主たる目的として設置したものです。運営には学内関係部署との 

連携や，専門的課題の検討が必須であることから，研究創出支援センター運営委員 

会に専門部会である「バイオバンク部会」を設け，所要事項の審議を行う体制とな 

っています。将来的には，本学で蓄積された臨床検体について，学外機関との共同 

研究，或いは，学外研究機関に供与することにより広く医学研究の発展に寄与する 

ことを目指しており，平成29年12月からこの収集に実際に着手し，これまで堅調に 

検体数を増加させ，令和７年度末には1,500余りの検体を収集することができまし 

た。 

      また，併せて，研究創出支援センターの教員が各講座等を訪問し，バイオバンク 

の状況に関する説明を行い，生体試料のバンキング，研究への活用などのＰＲを行 

いました。 

    〇 知的財産関係 

      本学の知的財産に係る法令上の諸問題に関する指導，助言等を受けることを目的 

として，外部の弁理士に知的財産権アドバイザーを委嘱していますが，平成30年度 

から引き続き，内容に応じた具体的な調査（先行技術等）を依頼できる体制で研究 

者等からの知的財産に係る相談に対応し，研究成果等の積極的な展開（特許出願等） 

を推進しました。 

ケ 教員評価制度の処遇反映 

令和７年度に実施した令和６年度分の教員評価において，前回に引き続き，評価結果 
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の処遇反映を行いました。教育及び研究の活動結果を順位付けし，医学部32名，看護学 

部３名に対し，賞与での処遇反映を行いました。 

コ 働き方改革への取り組み 

医師の勤務管理については，前年度に導入した変形労働時間制および勤務管理シス 

テム「Ｄｒ.ＪＯＹ」の運用を定着させ，労働時間の適正化をさらに推し進めました。 

本システムの活用により，客観的な労働時間の管理/把握が可能となり，全学的な意識 

改革が図られています。 

具体的な成果として，長時間労働者に対する面接指導回数は減少傾向にあります。 

これは，時間外労働の削減に向けたこれまでの取り組みが着実に実を結んでいる結果 

と言えます。 

また，臨床研修医の当直回数の偏りについても改善傾向が見られ，負担の均一化が 

図られました。これにより，若手医師の心身の健康維持と，より質の高い研修環境の 

両立を実現しています。 

今後は，医師の健康確保を目的とした時間外労働のさらなる削減を推進するため， 

ＤＸによる業務効率化やタスクシェア・タスクシフトを実行していく方針です。持続 

可能な医療提供体制の構築に向け，職種を超えた連携を強化し，より一層の労働環境 

の改善に努めます。 

サ 省エネルギーの取り組み 

省エネ法により，本学は第一種エネルギー管理指定工場等に指定されており，5年度 

間平均エネルギー消費原単位を年１％以上低減することなどが求められています。実践 

している省エネルギーの取り組みとしては，設備投資の面では熱源，空調機，エアコン

及び照明等における高効率機器や適正能力機器への順次更新，また運用の面ではきめ細

やかな空調や照明の運転管理のほか，ユーザーに向けた省エネ啓蒙活動等により，エネ

ルギー消費量の抑制に日々取り組んでおります。また省エネ法の改正にも準拠すべく，

非化石エネルギーの転換に向けた取り組みとして自家消費型ソーラーカーポートの導

入検討など，省エネに関する中長期計画も逐次進めております。 

それらの活動に加えて令和７年度は，夏季に省エネ強化月間を実施し，個人や部署 

での省エネを広く呼びかけを行った結果，省エネ意識の向上と消費エネルギーの削減に 

おいて一定の効果を得ることができました。今後も同様の活動を継続し，長期的には国 

が掲げる 2050 年カーボンニュートラル目標に向けて，これまで以上の省エネの取り組

みや設備投資を戦略的に推し進めてまいります。 

シ 光熱水費について 

令和４年度における紛争等を起因とした記録的な燃料価格の高騰，ひいては電気及 

びガス料金単価の大幅な上昇がありましたが，令和５年度の上半期以降は落ち着きを 

見せ，令和５～７年度の光熱水費はほぼ同水準を維持しています。しかしながらその 

水準は，年々厳しさを増す猛暑，病院稼働率の上昇，光熱水に係る基本料金や燃料調 

整部分の引き上げ等により，令和３年度に比べておおよそ１．３倍を推移している状 

況です。そのような状況を踏まえ，令和７年度の夏季に「省エネ祭」と題した省エネ 
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強化月間を実施し，光熱水費の節減と消費エネルギーの削減を目的に，教職員や学生 

に省エネ取り組みの実行を広く呼びかけた結果，令和６年度の夏季に比べて平均気温  

が高かったにもかかわらず消費エネルギーをおおよそ１.２％削減することができま 

した。 

今後の光熱水費については，政府の補助金も縮小傾向にあるほか，紛争等による世 

界情勢の変動や，為替も円安基調が続いているなど，価格の上昇において予断を許さ 

ない状況が続いていることから，次年度以降も省エネ強化月間の規模を拡大して実施 

するなど，光熱水費の削減に向けた取り組みをこれまで以上に加速させ実施してまい 

ります。 

ス 施設設備整備関連 

〇 ６号館吊天井等対策他工事 

６号館は竣工から40年以上が経過しており，大空間である体育館アリーナと武 

道場の吊天井は現行の基準を満たしておらず，地震発生時に天井崩落のリスクが高 

かったため，より軽量で強度の高い天井に改修をしました。天井以外にも，高所に 

あるスピーカー，時計及びバスケットゴール等にも同様に落下防止の補強等を実施 

しています。また照明器具においては耐震対策に併せてＬＥＤ化も実施しており， 

省エネ及び光熱費の削減にも寄与しています。なお本事業は文部科学省の補助金を 

活用しており，全体工事費の約３割を補助金として獲得することができました。 

〇 構内電力ケーブル更新工事 

キャンパス内には，各棟に電気を供給するための高圧電力ケーブルが全部で数十 

本ほど地中等に張り巡らされておりますが，期待寿命である約20年を目安に経年 

劣化したケーブルを順次更新することで，構内の電源供給の安定化を図っています。 

令和７年度は特高変電所からＤ棟の保安系へ送電しているケーブルを対象に更新 

を実施しました。 

〇 ５号館(総合実験研究棟)空調設備更新工事 

５号館(総合実験研究棟)の空調機は，設置から 36 年が経過しているため，機器

の機能劣化が進行し，また故障リスクも増加していることから，機器を更新し実験

動物の飼育環境の安定維持を図ります。また，適切な空調能力の機器を検討・導入

することで，エアーバランスの改善だけでなく，一部過剰な空調エネルギーも改善

し省エネに寄与することも目的としています。本工事は５か年計画とし，第５年次

である令和７年度は無菌動物飼育室系統の空調設備更新を実施し，これにより本工

事はすべて完了しました。 

〇 中央棟ナースコール設備延命化工事 

中央棟に設置されている病棟ナースコール設備は，稼働から11年が経過し期待    

寿命を超過していることから故障のリスクが高く，またメーカーの修理部品も払

底する見込みであることから後継設備への更新が急務でありますが，近年のナース

コールは電子カルテ上の様々な生体情報やスマートフォンとの連携などＤＸ技術

の進歩が目覚ましいため，間もなく迎える電子カルテの更新にナースコールのシス
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テムも追随する必要性等を踏まえ，今回は現行設備の延命化に焦点を絞り，工事を

実施しました。その内容は，設備の最重要部であるサーバー２系統の更新と，一部

病棟のナースコール親機の更新，また故障時に備えた予備品の整備等も実施し，も

しもの故障時におけるリスク低減を図りました。 

〇 職員駐車場路盤補修工事 

職員駐車場第２駐車場北出入口および第６駐車場出口の路盤補修を実施しまし

た。当該箇所はアスファルト舗装下にゲート開閉用磁石が埋設されていましたが，

砂利層の上に直接舗装されていたため，車両の頻繁な通行により撓み
た わ み

が生じていま

した。この撓みに起因する亀裂から雨水が浸入し，磁石の誤作動を招く原因となっ

ていました。今回，路盤をメッシュ鉄筋敷設のコンクリート構造に改修したことで，

撓みを解消し，誤作動リスクの大幅な低減を図りました。 

〇 外来駐車場駐車料金改定に伴う割引機の発注 

2025年５月６日からの外来駐車場料金改定に伴い，「12時間200円（外来利用）」，

「２時間 200 円（アメニティ棟飲食店利用）」など，多様な料金処理への対応が必

要となりました。これらの全ての処理に対応可能な割引機を防災センターに配備し

たことにより，利用状況に応じた柔軟な運用が可能となりました。 

〇 第３駐車場出入口カーゲート更新 

愛知用水上南側の第３駐車場出入口カーゲートは 2008 年の導入から長期間経過

し，メーカー推奨値（５年または200万回）を大幅に超過していました。当該機器

は受注生産品であり，故障後の手配では復旧に数か月を要する恐れがありました。

今回，計画的に更新を行ったことで，故障時の終日開放等の事態を回避し，駐車場

内のセキュリティおよび安全性の向上を図りました。 

〇 立体駐車場用管理ソフト及び管理ＰＣ更新 

2016 年より運用していた立体駐車場管理システムについては，メーカーサポー

トが 2021 年に終了しており，故障時のデータ消失や復旧困難となるリスクを抱え

ていました。今回，管理ソフトおよび PC を更新したことで，メーカーによるバッ

クアップ体制が確保され，精算不可等のトラブルを回避できる運用環境を構築しま

した。 

〇 立体駐車場精算機更新 

2009 年の施設完成時から使用している精算機は，稼働率の高さから内部部品の

摩耗が進行し，メーカー推奨の交換目安を大幅に超過していました。今回，出口精

算機３台および事前精算機３台を更新しました。液晶画面のカラー化等により視認

性が向上したことで，利用者からも好評を得ています。 

〇 駐車場内柱化粧板等補修工事 

立体駐車場内柱化粧板（石膏ボード）については，当て逃げ等により破損が多数

発生していました。これらを放置することは，利用環境の悪化を招くおそれがある

ため，今回，計 80 箇所の補修を実施しました。美観の維持により，利用者の適切

な利用意識の向上および新たな破損の抑制が期待されます。 
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また，立体駐車場に使用している耐火ボードは，火災時に鉄骨構造を保護し延焼

を防止するため，壁および天井に設置される不燃・耐火性能を有する建材であり，

防火構造を構成する重要な要素となっています。 

〇 全学消防用設備予備電源（蓄電池）更新 

消防用設備の予備電源（蓄電池）について，メーカー推奨の交換目安（５年）を

超過したものが多数確認されたことから，設置後５年以上経過した蓄電池127個を

一斉更新しました。これにより，消防法が定める技術基準への適合を維持し，安全

性を確保しました。 

セ ３号館（基礎科学棟）及び４号館（看護学部棟）に係る底地の購入 

この土地は，本学開学当初から借用しており，キャンパス内で唯一の借地として

残っていましたが，今般，売却いただけることとなり，令和６年度に売買契約を締

結し，令和７年度に所有権を移転しました。この土地は，既存校舎（３号館及び４

号館）の底地で，本学に欠かせない土地であり，今後もキャンパス用地として活用

していきます。 
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（４）中期的な計画及び事業計画の進捗・達成状況 

 新たに策定した「中期経営計画（令和６年４月１日－令和11年３月31日）」（以下，中期

計画）においては，本学の理念に依拠する本学発展の３つのキーワードである「自己実現」，

「連携」，「独自性」とこれら３つのキーワードにより導き出された下記の６つのストラテ

ジーに基づき，事業計画を策定し，各部署が具体的な短期・中期目標を設定し，変化の激

しい環境に迅速に対応するため，毎年度，計画の進捗状況を検証し，必要に応じ，計画の

見直し等を行います。 

【６つのストラテジー】 

・ 財務基盤の確立 

・ 部署別中期目標の策定と評価 

・ 働き方改革の実質化 

・ 地域医療の革新：循環型診療システム・リハビリ改革・救急体制の実質化 

・ 世界を見据えた教育・研究の推進 

・ ＤＸ推進による経営改革 

 

【経営改革・イノベーション推進事業】 

 中期計画の目標達成に向け，かつ，法人の永続的な発展を目的に経営戦略の立案及び計

画，実行を主な業務とし，組織横断的に機能する部署として設置された経営戦略推進本部

は，各部局から独立し，理事長直轄の組織として，各部局をまたぐ全体の問題，新規のイ

ノベーションのテーマ，組織改変といった人事・予算を伴う案件等を比較的短い時間で進

めて実行に移すため，推進本部の下に幾つかのプロジェクトチームを作り，各々に当事者

や関係者を集め，プロジェクト型での問題解決を進めています。 

 

【令和７年度に実施した主なイノベーションプロジェクト】 

１. ＤＸ推進による経営改革プロジェクト 

２. 働き方改革プロジェクト 

～本学独自の働き方改革＆日本一働きやすい病院を目指して 

３. 地域医療連携推進プロジェクト 

～顔の見える地域連携，救急の後方支援体制推進 

 

【イノベーションプロジェクトの進捗・達成状況】 

１. ＤＸ推進による経営改革 

本学では，中期計画（令和６年４月１日～令和11年３月31日）に基づき，ＤＸ推進を

経営 改革の柱の一つに位置づけています。その根底にあるのは，ＤＸの本質とは単な

るデジタル化ではなく，人材活用の高度化であるという認識です。本学の価値創出の構

造は，事務職員が整備した制度・仕組みの上で，専門職が最大限のパフォーマンスを発

揮することによって成り立っています。したがって，その土台を担う事務職員一人ひと

りの能力を引き出し，組織全体の力を高めることが，教育・研究・医療の質の向上に直
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結します。急速な社会変化の中で，社会からも職員からも選ばれ続ける組織であるため

に，ＤＸを通じた経営基盤の強化に取り組んでいます。 

令和７年度は，前年度に着手した業務調査の完了と，その知見を活かした具体的な体

制構築を進めた一年となりました。 

令和６年８月の事務部長会における方針説明を経て，同年12月より全事務部門を対象

とした業務調査を開始し，令和７年５月に完了しました。この調査は，細かな業務内容

の棚卸しに終始するのではなく，現場の職員が自分たちの仕事を自らの言葉で表現し，

改めて見直す機会とすることを主眼に置いた，いわば「インスパイア型」の業務調査と

して設計しました。各部門が自らの業務を言語化するプロセスに丁寧に取り組んだこと

で，業務の可視化にとどまらず，職員の意識変革の端緒ともなりました。 

令和７年７月には，ＩＴ業務相談窓口を開設しました。この窓口は，日常的な業務相

談への対応を通じて，組織全体の業務実態を継続的に把握する機能を担っています。ま

た，個別の相談対応の中にＩＴリテラシー向上を促す仕掛けを組み込み，職員が自然に

スキルを高められるよう工夫しています。加えて，この窓口には，各部署において業務

改善の核となる人材とのつながりを築くという狙いがあります。窓口に自ら相談を持ち

かける職員は，総じて業務改善への意識が高く，こうした人材を各現場のハブとして育

成していくことが，ＤＸを組織全体に浸透させる上で極めて有効と考えています。専門

職に対するＩＴサポートは，現場の業務を熟知した事務職員が担うことで初めて実効性

を持ちます。情報システム部門だけでは現場の業務理解に限界があるため，最終的には

事務職員一人ひとりがＤＸの担い手としての機能を持つ組織体制の実現を目指してい

ます。 

令和７年10月には，情報システム部を新たに設置しました。「経営視点の情報システ

ム部門の構築」という中期計画上の目標を具体化したものであり，ＩＴ投資の適正化，

インフラ管理の効率化，レガシーシステムの解消，事務職員のＩＴリテラシー向上を主

要な任務としています。適切なＩＴ投資は，人的資源をより価値の高い業務へ振り向け

ることを可能にするものであり，人材活用の高度化と表裏一体の取り組みです。 

今後は，情報システム部を中心に，業務調査で得た知見とＩＴ業務相談窓口を通じて

蓄積される現場の声を活かしながら，業務プロセスの最適化とシステム環境の整備を一

体的に推進してまいります。引き続き，人材の力を最大限に引き出す経営基盤の構築を

目指し，取り組みを加速させてまいります。 

 

２. 働き方改革プロジェクト 

～本学独自の働き方改革＆日本一働きやすい病院を目指して 

ドクターズクラークを軸としたタスクシフトの推進と人材育成 

事務職員の中で，唯一医師のタスクシフト先になりうるのがドクターズクラーク（以

下ＤＣ）で，もはや医療現場の基本的なインフラになっています。 

今現在ＤＣは61人（職員６人）で，派遣職員が多く，『質の向上』が課題です。 

上記を踏まえＤＣの教育の一つとして毎年外部の有識者をお招きし，講演会，懇談会
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を開催しています。 

本年度，お一人目は日本医師事務作業補助者協会の矢口理事長をお招きしＤＣと懇談

会を開催しました。矢口理事長からは『名称は医師事務作業補助者だが，真の価値は医

師が医師の仕事に専念できる時間の創出にある』『決まっていることを確実に遂行する

のはあたり前，その上で医師ができていない点の指摘と改善提案を行う提案型スキルが

必須である』『今後は生成ＡＩを活用することにより，診療報酬改定で算定要件が 2 割

緩和される。されど余剰になった人員は削減するのではなく，医師の負荷軽減や生産性

向上のために活用した方が病院にとってメリットがある』など生成ＡＩを用いて作成し

た資料に基づいてのレクチャーを受け，その後ＤＣからの悩みごとや困りごとに答える

形でディスカッションが行われました。矢口理事長のお話でＤＣへの期待値の高さを実

感すると同時に，現場を経験し医師事務作業補助者協会を立ち上げた矢口理事長のお言

葉には説得力があり，大変参考になりました。 

お二人目は昨年度に引き続き医療法人社団白梅会理事長の小林利彦先生をお招きし，

『医師事務作業補助者による病院収入への貢献』というテーマで医局長，外来医長との

懇談会を開催しました。多岐に渡るお話の中で，特に医学管理料・指導料の算定につい

ては「医師だけで全て完結するのは現実的ではない。ＤＣによる下書き支援，テンプレ

ート導入，検査結果の自動反映などの仕組み化が必要である」「他大学病院のベンチマ

ーク比較で算定できていない医学管理料・指導料を各診療科と共有する」などのご意見

をいただきました。 特に医学管理料・指導料の算定についてはＤＣが関わることで収

入貢献できると再認識しました。 

 

３. 地域医療連携推進プロジェクト～顔の見える地域連携，救急の後方支援体制推進 

本プロジェクトは，地域連携ネットワークの構築「顔の見える病病連携・病診連携」

と「救急の後方病院体制推進」をめざして令和２年から活発な活動を展開しています。 

本院の連携病院 39 病院のうちコアモデルとして，まずは，地域の５病院（長久手市

「東名病院」，名東区「メイトウホスピタル」，守山区「川島病院」，日進市「日進おり

ど病院」及び瀬戸市「瀬戸みどりのまち病院」）を選定，令和３年10月からは日進市「愛

知国際病院」，日進市「福友病院」，瀬戸市「あさい病院」の３病院と本院及びメディカ

ルセンター(分院)を加えた10病院体制へ拡大，さらに令和５年10月から瀬戸市「井上

病院」，11月からは瀬戸市「中央病院」日進市「日進南病院」，令和６年11月から千種

区「東海病院」も参加され 15 病院体制に拡大しました。このネットワークは，本院医

療連携センター，長久手市地域包括ケア推進協議会，長久手市長寿課及び在宅医療・介

護連携支援センター（やまびこ長久手）とも連携しています。「看護の力で地域包括ケ

アシステムを推進する！」をビジョンに，それぞれの看護の機能を連携し継続・持続的

に患者さん・ご家族の暮らしを支えるため，活発な議論と実務的な取り組みを重ねてい

ます。 

＜看護機能連携ネットワークシステムの主な成果＞ 

令和７年度も看護機能連携ネットワーク会議，実務検討会（世話人会）を定期的に
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開催し，看護実践を始めさまざまな成果が得られました。 

・ 各病院が抱えている問題に対し，様々なテーマ（災害対策状況や教育体制等） 

で情報共有して各病院の課題発見や改善を行うことが出来ました。 

・ 令和７年度実務検討会実績 

令和７年11月 12日，第７回実務検討会「認知症について①」 

令和７年12月 10日，第８回実務検討会「認知症について②」 

令和７年度は，認知症をテーマとして２回に分けて実務検討会を開催しました。第

７回実務検討会では，認知症認定看護師より，外国人スタッフや看護補助者でも理解

しやすい内容を意識した認知症に関する勉強会を実施しました。続いて，パネルディ

スカッション形式により，具体的な事例を基に適切な対応方法等について検討を行い

ました。 

第８回実務検討会では，認知症疾患医療センターの医師から，最新の投薬や治療に

関する講演を行っていただき，その後，市や地域における認知症に関する取組事例の

発表がありました。 

各病院からは，座学と実践を組み合わせた内容であり，認知症患者への具体的な対

応方法が分かりやすく，大変参考になったとの多くの感想が寄せられました。 

また，令和７年８月から，看護機能連携ネットワークの一環として，地域医療機関

への看護師派遣の取り組みを開始しました。この取り組みは，慢性的な看護師不足に

悩む地域医療機関を支援し，地域医療を支える人材循環の仕組みづくりを目的とする

もので，初年度は福友病院へ若手看護師を派遣しています。本取り組みは中日新聞（令

和７年８月１日付）にも掲載されるなど，地域医療を支える新たな連携モデルとして

注目を集めています。 

令和５年度から，ネットワーク会議の開催場所をネットワーク病院の輪番制に変更

しており今年度は下記の病院で開催しました。 

令和７年６月９日 メイトウホスピタル 

令和７年10月 27日 日進おりど病院 

令和８年３月２日 愛知医科大学病院 

でそれぞれ開催しました。輪番病院に司会進行，病院の見学会も開催しました。今後

は，地域全体の看護レベルの向上，看護師確保，人材交流等を通じ，今まで以上に強

固なネットワークシステムの構築に尽力してまいります。 
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３ 学部・大学院関係 
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３．学部・大学院関係 

（１） 令和８年度入学生 

医学部            １１６名（内推薦入学者２７名） 

看護学部           １０４名（内推薦入学者４４名） 

大学院医学研究科        ２８名 

大学院看護学研究科 修士課程  １３名 

博士後期課程 ３名 

 
（２） 令和８年度医学部入学試験 

 

 

（３）令和８年度看護学部入学試験 

 

 

 （４）令和８年度大学院医学研究科入学試験 

    １次募集 （試験日：令和７年１０月３日） 

                    受験者１５名 合格者１３名 

男 前年度 女 前年度 計 前年度

指定校制 約15名 24 19 24 19 0 1 24 18 24 19

公募制 約20名 56 78 20 22 1 0 19 22 20 22

計 約35名 80 97 44 41 1 1 43 40 44 41

若干名 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0

374 456

正規合格者 176 158 5 3 42 26 47 29

（うち免除者） 96 98 3 1 16 11 19 12

繰上合格 0 37 0 0 0 12 0 12

計 176 195 5 3 42 38 47 41

218 274

正規合格者 107 86 1 0 4 5 5 5

繰上合格 0 0 0 0 0 0 0 0

計 107 86 1 0 4 5 5 5

227 295

正規合格者 120 140 1 1 2 9 3 10

繰上合格 18 0 0 0 3 0 3 0

計 138 140 1 1 5 9 6 10

159 190

正規合格者 98 112 0 3 2 4 2 7

繰上合格 0 0 0 0 0 0 0 0

計 98 112 0 3 2 4 2 7

1,058 1,313 563 574 8 8 96 96 104 104

約5名

合          計

学校推薦型選抜

社会人等特別選抜

一般選抜 約45名

大学入学共通テスト
併用型選抜

大学入学共
通テスト利用

選抜

約5名

Ａ
方
式

約10名

Ｂ
方
式

区　　分 入学定員 志願者数 合格者数
入学者数

前年度 前年度
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    ２次募集 （試験日：令和８年１月３０日） 

                    受験者１０名 合格者１０名 

（５）令和８年度大学院看護学研究科入学試験 

     １次募集 （試験日：令和７年９月５日） 

              受験者２４名  合格者１３名  

２次募集 （試験日：令和８年２月５日） 

              受験者０名 合格者０名 

 

（６）令和８年度大学院看護学研究科入学試験（博士後期課程） 

     １次募集 （試験日：令和７年９月６日） 

              受験者 ５名  合格者 ３名 

    ２次募集 （試験日：令和８年２月５日） 

受験者 ０名  合格者 ０名 

 

（７）令和７年度医学部卒業生      １１０名 

 

 （８）令和７年度看護学部卒業生      ９５名 

 

 （９）令和７年度大学院医学研究科修了者  １７名 

 

 （10）令和７年度大学院看護学研究科修了者  ８名 

 

 （11）第１２０回医師国家試験（試験日：２月７日，８日） 

    受験者  １１５名（新卒：１１０名，既卒５名） 

    合格者  １０５名（合格率：９１．３％） うち新卒１０３名（合格率 ９３．６％） 

                          既卒  ２名（合格率 ４０．０％） 

     医師国家試験合格者累計 ４，９３２名（卒業生累計４，９７５名の９９．１％） 

 

（12）第１１５回看護師国家試験（試験日：令和８年２月１５日） 

    受験者   ９５名（新卒：９５名，既卒０名） 

    合格者   ９３名（合格率：９７．９％）うち新卒９３名（合格率９７．９％） 

                         既卒  ０名 

 

（13）第１１２回保健師国家試験（試験日：令和８年２月１３日） 

    受験者  １７名（新卒：１５名，既卒２名） 

    合格者  １５名（合格率：８８．２％）うち新卒 １３名（合格率８６．７％） 

                         既卒  ２名（合格率 １００％） 

 



－ 79 － 

 

 

４ 診療実態関係 

５ 附属施設関係 
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４．診療実態関係 

（１）大学病院 

   １日平均入院患者数         ８２４．６人（前年比 １０２．１％） 

    １日平均外来患者数       ２，７２３．３人（前年比 １０３．９％） 

    外来延べ患者数         ６８３，５５６人（前年比 １０２．７％） 

 

（２）メディカルセンター 

    １日平均入院患者数         ２０５．９人 

    １日平均外来患者数         １４９．１人 

    外来延べ患者数          ５４，４１８人 ＊初診料・再診料を算定する患者数を計上 

 

（３） 眼科クリニックＭｉＲＡＩ 

１日平均外来患者数          ５１．５人 

外来延べ患者数          １２，５１２人 

 

５．附属施設関係 

運動療育センターの利用状況について 

◆フィジカルチェック項目 

問診 身体測定 インボディ測定 血圧(安静時) 

体力測定 運動指導 総合指導 

 

◆フィジカルチェック者数（単位：人） 

コース名等 人数 

 健康増進コース（Ａ） 171 

 運動器系療法コース（Ｅ1） 190 

 内科系運動療法コース（Ｅ2） 208 

 内科系運動療法コース（Ｅ2-1） 264 

合計 833 

 

◆施設利用者数（学生除く）（単位：人） 

施設名 利用者数 １日平均 

 ジム 36,372 125.9 

※営業289日 
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６  財 務 の 概 要 
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６．財務の概要 

（１）貸借対照表の年次推移（単位：千円）                               

資産の部      

科    目 Ｒ03年度 Ｒ04年度 Ｒ05年度 Ｒ06年度 Ｒ07年度 

 固定資産 49,205,685 47,930,859 46,627,898 44,731,806 41,758,878 

  有形固定資産 43,386,954 44,018,297 44,355,640 42,978,452 40,358,606 

   土 地 9,820,000 9,929,564 9,876,303 9,876,303 10,115,222 

   建 物 26,299,812 25,490,715 25,554,192 24,859,666 23,181,518 

   構築物 1,272,408 1,186,182 1,096,497 973,965 855,407 

   教育研究用機器備品 4,874,952 6,126,274 6,394,052 5,959,472 4,932,740 

   管理用機器備品 165,119 236,924 260,254 317,730 327,184 

   図 書 936,663 923,112 913,378 901,015 903,529 

   車 両 18,000 124,811 91,564 60,422 36,186 

   建設仮勘定 0 715 169,400 29,880 6,820 

  特定資産 3,910,856 2,106,015 778,997 628,394 582,917 

   学校債償還引当特定資産 700,000 500,000 480,000 460,000 420,000 

   借入金返済引当特定資産 800,000 500,000 200,000 100,000 100,000 

       医療機器等整備調整資金引当特定資産 2,350,000 1,050,000 50,000 25,000 25,000 

   国際交流推進引当特定資産 33,993 32,452 31,365 28,779 26,247 

   教育研究活性化引当特定資産 26,863 23,563 17,632 14,614 11,670 

  その他の固定資産 1,907,875 1,806,548 1,493,261 1,124,960 817,355 

   借地権 20,000 20,000 20,000 20,000 - 

   電話加入権 5,103 5,103 5,065 5,065 5,065 

   施設利用権 116,448 101,892 87,336 72,780 58,224 

   ソフトウェア 1,208,529 1,059,423 770,486 443,370 141,681 

   有価証券 11,400 11,400 11,400 11,400 11,400 

   長期貸付金 545,940 608,560 598,705 572,065 600,685 

   保証金 200 0 100 100 100 

   預託金 256 170 170 180 199 

 流動資産 17,928,184 19,660,983 17,161,608 15,063,896 19,064,991 

   現金預金 8,614,612 8,606,530 7,641,400 4,761,060 6,720,092 

   未収入金 8,523,876 10,257,427 8,653,819 9,427,130 11,397,133 

   貯蔵品 395,461 417,738 453,419 448,527 565,956 

   短期貸付金 222,570 203,800 239,805 247,690 198,675 

   立替金 1,041 1,681 1,284 1,865 1,832 

   前払金 170,624 173,807 171,882 177,624 181,303 

 資産の部合計 67,133,869 67,591,843 63,789,506 59,795,702 60,823,869 
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負債の部       

科    目 Ｒ03年度 Ｒ04年度 Ｒ05年度 Ｒ06年度 Ｒ07年度 

 固定負債 26,438,104 25,869,687 24,943,718 24,741,748 25,046,829 

  長期借入金 18,375,163 17,343,317 16,498,971 16,505,738 17,107,124 

  学校債 440,000 380,000 400,000 400,000 370,000 

  長期未払金 1,036,614 1,506,898 1,208,539 809,642 440,659 

  退職給与引当金 6,586,327 6,639,471 6,836,208 7,026,368 7,129,046 

 流動負債 8,689,190 9,673,453 9,318,904 8,363,063 11,094,957 

  短期借入金 1,031,846 1,031,846 844,346 993,233 1,290,614 

  1 年以内償還予定学校債 260,000 120,000 80,000 60,000 50,000 

  未払金 5,950,367 7,124,300 6,966,866 5,883,160 6,569,558 

  前受金 974,651 939,171 920,871 935,796 927,101 

  預り金 472,326 458,136 506,822 490,874 501,262 

  賞与引当金 - - - - 1,756,421 

 負債の部合計 35,127,294 35,543,140 34,262,623 33,104,811 36,141,786 

 純資産の部 

科    目 Ｒ03年度 Ｒ04年度 Ｒ05年度 Ｒ06年度 Ｒ07年度 

 基本金 95,820,616 98,824,661 103,335,042 107,293,447 109,061,877 

  第１号基本金 92,299,616 94,848,661 99,190,042 102,982,447 104,466,877 

  第４号基本金 3,521,000 3,976,000 4,145,000 4,311,000 4,595,000 

 繰越収支差額 △63,814,040 △66,775,958 △73,808,158 △80,602,556 △84,379,794 

  翌年度繰越収支差額 △63,814,040 △66,775,958 △73,808,158 △80,602,556 △84,379,794 

 純資産の部合計 32,006,575 32,048,703 29,526,883 26,690,891 24,682,083 

 負債及び純資産の部合計 67,133,869 67,591,843 63,789,506 59,795,702 60,823,869 

 ※ 科目毎に千円未満を四捨五入表示しているため，合計は必ずしも一致しない。    
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（２）事業活動収支計算書の年次推移（単位：千円） 

科 目 Ｒ03年度 Ｒ04年度 Ｒ05年度 Ｒ06年度 Ｒ07年度 

教

育

活

動

収

支 

事
業
活
動

収
入
の
部 

 学生生徒等納付金 5,005,350 4,958,720 4,900,595 4,901,380 4,924,645 

 手数料 197,544 163,773 213,713 222,436 220,401 

 寄付金 420,980 712,601 318,650 342,084 937,949 

 経常費等補助金 3,507,068 3,778,499 2,724,215 2,022,027 3,109,325 

 付随事業収入 1,685,673 1,790,760 1,047,551 945,833 709,117 

医療収入 42,346,374 42,436,092 44,694,186 48,896,192 53,682,995 

雑収入 1,026,335 1,166,605 668,334 912,942 872,578 

教育活動収入計 54,189,325 55,007,050 54,567,244 58,242,895 64,457,010 

事
業
活
動

支
出
の
部 

 人件費 20,772,150 21,772,221 22,780,784 24,751,547 24,447,923 

 教育研究経費 30,612,367 31,630,286 33,124,555 35,000,887 38,581,190 

 （うち教育研究経費） 3,135,818 3,377,834 3,528,465 3,424,868 3,513,250 

 （うち医療経費） 27,476,549 28,252,452 29,596,090 31,576,019 35,067,940 

 管理経費 965,985 1,094,127 1,100,789 1,167,229 1,164,785 

 徴収不能額等 12,053 11,570 36,020 6,195 25,068 

   教育活動支出計 52,362,555 54,508,204 57,042,148 60,925,857 64,218,967 

 教育活動収支差額 1,826,770 498,846 △2,474,904 △2,682,962 238,043 

教
育
活
動
外
収
支 

 

受取利息・配当金 4,666 1,692 9,091 17,348 21,594 

教育活動外収入計 4,666 1,692 9,091 17,348 21,594 

 借入金等利息 255,365 238,829 222,725 207,350 213,314 

教育活動外支出計 255,365 238,829 222,725 207,350 213,314 

 教育活動外収支差額 △250,699 △237,137 △213,634 △190,002 △191,720 

経常収支差額 1,576,071 261,709 △2,688,537 △2,872,965 46,323 

特

別

収

支 

 資産売却差額 6,519 - - - - 

その他の特別収入 90,206 294,392 266,230 99,266 204,783 

特別収入計 96,725 294,392 266,230 99,266 204,783 

 資産処分差額 3,476 98,469 39,288 41,107 47,800 

その他の特別支出 12,783 415,504 60,224 21,187 2,212,114 

特別支出計 16,260 513,974 99,512 62,294 2,259,915 

 特別収支差額 80,465 △219,581 166,718 36,972 △2,055,132 

基本金組入前当年度収支差額 1,656,536 42,128 △2,521,819 △2,835,993 △2,008,808 

基本金組入額合計 △6,081,641 △3,004,045 △4,510,381 △3,958,953 △1,768,430 

当年度収支差額 △4,425,105 △2,961,917 △7,032,201 △6,794,946 △3,777,238 

前年度繰越収支差額 △62,674,017 △63,814,041 △66,775,958 △73,808,158 △80,602,556 

基本金取崩額 3,285,081 - - 548 - 

翌年度繰越収支差額 △63,814,041 △66,775,958 △73,808,158 △80,602,556 △84,379,794 
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（参考） 

事業活動収入計 54,290,716 55,303,135 54,842,565 58,359,509 64,683,387 

事業活動支出計 52,634,180 55,261,007 57,364,384 61,195,502 66,692,195 

※科目毎に千円未満を四捨五入しているため，合計は必ずしも一致しない。 
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（３）資金収支計算書の年次推移（単位：千円） 

科  目 Ｒ03年度 Ｒ04年度 Ｒ05年度 Ｒ06年度 Ｒ07年度 

収 
 

入 
 

の 
 

部 

 学生生徒等納付金収入 5,005,350 4,958,720 4,900,595 4,901,380 4,924,645 

 手数料収入 197,544 163,773 213,713 222,436 220,401 

 寄付金収入 421,003 711,305 318,650 351,053 936,065 

 補助金収入 3,548,064 4,028,950 2,899,873 2,064,336 3,279,873 

 資産売却収入 1,006,519 36 36,334 - - 

 付随事業・収益事業収入 1,685,673 1,790,760 1,047,551 945,833 709,117 

 医療収入 42,346,374 42,436,092 44,694,186 48,896,192 53,682,995 

 受取利息・配当金収入 4,666 1,692 9,091 17,348 21,594 

 雑収入 1,030,455 1,171,918 683,512 913,203 878,128 

 借入金等収入 120,000 60,000 100,000 1,060,000 1,912,000 

 小  計 55,365,648 55,323,247 54,903,505 59,371,782 66,564,819 

 前受金収入 969,451 928,771 915,671 925,396 916,701 

 その他の収入 9,329,357 10,816,390 12,094,797 9,298,528 9,893,353 

 資金収入調整勘定 △9,594,106 △11,293,578 △9,622,571 △10,377,884 △12,353,438 

 前年度繰越支払資金 6,381,963 8,614,612 8,606,530 7,641,400 4,761,060 

収 入 の 部  合 計 62,452,313 64,389,442 66,897,932 66,859,221 69,782,494 

 
支 

出 

の 

部  

 人件費支出 20,691,367 21,719,076 22,584,047 24,561,387 24,799,397 

 教育研究経費支出 2,270,809 2,538,015 2,524,302 2,417,498 2,521,931 

 医療経費支出 24,411,688 25,172,957 26,229,521 28,040,371 31,685,781 

 管理経費支出 721,644 1,211,002 798,822 805,092 770,616 

 借入金等利息支出 255,365 238,829 222,725 207,350 213,314 

 借入金等返済支出 2,411,846 1,291,846 1,151,846 924,346 1,053,233 

 施設関係支出 890,925 1,347,987 2,343,592 1,294,177 674,468 

 設備関係支出 1,922,877 3,239,427 2,259,101 1,673,464 1,034,677 

 小  計 53,576,522 56,759,138 58,113,956 59,923,685 62,753,416 

 資産運用支出 880,000 60,000 100,000 60,000 20,000 

 その他の支出 5,339,048 6,728,890 7,884,874 7,770,608 6,653,841 

 資金支出調整勘定 △5,957,870 △7,765,116 △6,842,298 △5,656,132 △6,364,854 

 翌年度繰越支払資金 8,614,612 8,606,530 7,641,400 4,761,060 6,720,092 

支 出 の 部 合 計 62,452,313 64,389,442 66,897,932 66,859,221 69,782,494 

※科目毎に千円未満を四捨五入しているため，合計は必ずしも一致しない。 
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（４）活動区分資金収支計算書の年次推移（単位：千円） 

科  目 Ｒ03年度 Ｒ04年度 Ｒ05年度 Ｒ06年度 Ｒ07年度 

教

育

活

動

に

よ

る

資

金

収

支 

収 

入 

 学生生徒等納付金収入 5,005,350 4,958,720 4,900,595 4,901,380 4,924,645 

 手数料収入 197,544 163,773 213,713 222,436 220,401 

 特別寄付金収入 202,220 547,787 183,470 234,038 818,078 

 一般寄付金収入 218,253 163,518 135,180 106,875 117,987 

 経常費等補助金収入 3,507,068 3,778,499 2,724,215 2,022,027 3,109,325 

 付随事業収入 1,685,673 1,790,760 1,047,551 945,833 709,117 

 医療収入 42,346,374 42,436,092 44,694,186 48,896,192 53,682,995 

 雑収入 1,026,335 1,166,605 668,334 912,942 872,578 

 教育活動資金収入計 54,188,818 55,005,754 54,567,244 58,241,724 64,455,126 

支 

出 

 人件費支出 20,691,367 21,719,076 22,584,047 24,561,387 24,799,397 

 教育研究経費支出 2,270,809 2,538,015 2,524,302 2,417,498 2,521,931 

 医療経費支出 24,411,688 25,172,957 26,229,521 28,040,371 31,685,781 

 管理経費支出 708,861 1,205,497 757,805 791,975 769,157 

 教育活動資金支出計 48,082,726 50,635,545 52,095,676 55,811,231 59,776,266 

差引 6,106,092 4,370,209 2,471,568 2,430,493 4,678,860 

調整勘定等 343,295 △1,444,451 1,418,497 △811,617 △1,026,838 

教育活動資金収支差額 6,449,387 2,925,758 3,890,065 1,618,876 3,652,022 

施

設

設

備

等

活

動

に

よ

る

資

金

収

支 

収 

入 

 施設設備寄付金収入 530 - 175,658 10,140 - 

 施設設備補助金収入 40,996 250,451 36,334 42,309 170,548 

 学校債償還引当特定資産取崩収入 6,519 260,000 120,000 80,000 60,000 

医療機器等整備調整資金引当金特定資産取崩収入 180,000 1,300,000 1,000,000 25,000 - 

 施設整備等活動資金収入計 228,045 1,810,451 1,331,992 157,449 230,548 

支
出 

施設関係支出 890,925 1,347,987 2,343,592 1,294,177 674,468 

設備関係支出 1,922,877 3,239,427 2,259,101 1,673,464 1,034,677 

学校債償還引当特定資産繰入支出 120,000 60,000 100,000 60,000 20,000 

施設整備等活動資金支出計 2,933,802 4,647,414 4,702,693 3,027,641 1,729,145 

差引 △2,705,757 △2,836,963 △3,370,701 △2,870,192 △1,498,597 

調整勘定等 474,390 1,309,298 △317,057 △1,437,219 △667,397 

施設整備等活動資金収支差額 △2,231,367 △1,527,665 △3,687,758 △4,307,411 △2,165,994 

小 計 
(教育活動資金収支差額＋施設整備等活動資金収支差額) 

4,218,020 1,398,094 202,307 △2,688,535 1,486,028 
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科  目 Ｒ03年度 Ｒ04年度 Ｒ05年度 Ｒ06年度 Ｒ07年度 

そ

の

他

の

活

動

に

よ

る

資

金

収

支 

収 

入 

借入金等収入 120,000 60,000 100,000 1,060,000 1,912,000 

有価証券売却収入 1,000,000 - - - - 

その他資産売却収入 - 36 - - - 

借入金返済引当特定資産取崩収入 500,000 300,000 300,000 100,000 - 

国際交流推進引当特定資産取崩収入 2,092 1,541 1,087 2,586 2,533 

教育研究活性化引当特定資産取崩収入 5,318 3,300 5,931 3,018 2,945 

貸付金回収収入 5,800 1,200 1,650 3,050 1,200 

前期末貸付金回収収入 19,100 11,160 15,700 22,375 16,001 

預り金受入収入 380,313 353,642 392,561 373,308 375,838 

前期末立替金回収収入 1,506 1,041 1,681 1,284 1,865 

前期末保証金回収収入 - 200 - - - 

前期末預託金回収収入 - 100 - - - 

  小計 2,034,130 732,220 818,609 1,565,620 2,312,382 

受取利息・配当金収入 4,666 1,692 9,091 17,348 21,594 

過年度修正収入 4,120 5,313 15,178 261 5,550 

その他の活動資金収入計 2,042,915 739,226 842,879 1,583,229 2,339,526 

支 
出 

借入金等返済支出 2,411,846 1,291,846 1,151,846 924,346 1,053,233 

有価証券購入支出 760,000 - - - - 

貸付金支払支出 236,760 235,280 243,450 235,000 235,420 

前期末預り金支払支出 351,585 367,832 343,876 389,255 365,450 

立替金支払支出 1,041 1,681 1,284 1,865 1,832 

預託金支払支出 - 14 - 10 19 

保証金支払支出 - - 100 - - 

  小計 3,761,232 1,896,653 1,740,556 1,550,477 1,655,955 

借入金等利息支出 255,365 238,829 222,725 207,350 213,314 

過年度修正支出 12,783 5,504 41,017 13,117 1,458 

その他の活動資金支出計 4,029,380 2,140,987 2,004,297 1,770,944 1,870,727 

差引 △1,986,465 △1,401,761 △1,161,418 △187,715 468,799 

調整勘定等 1,095 △4,415 △6,019 △4,090 4,205 

その他の活動資金収支差額 △1,985,370 △1,406,176 △1,167,437 △191,806 473,004 

支払資金の増減額 
（小計＋その他の活動資金収支差額） 

2,232,649 △8,082 △965,130 △2,880,341 1,959,032 

前年度繰越支払資金 6,381,963 8,614,612 8,606,530 7,641,400 4,761,060 

翌年度繰越支払資金 8,614,612 8,606,530 7,641,400 4,761,060 6,720,092 

※科目毎に千円未満を四捨五入しているため，合計は必ずしも一致しない。 

 

 



－ 92 － 

（５）財務比率の状況（主要比率）  

比   率 算   式 評 Ｒ03年度 Ｒ04年度 Ｒ05年度 Ｒ06年度 Ｒ07年度 

人件費比率 
 人 件 費  

▼ 38.3 39.6 41.7 42.5 37.9 
 経 常 収 入   

人件費依存率 
 人 件 費  

▼ 415.0 439.1 464.9 505.0 496.4 
学生生徒等納付金 

教育研究経費比率 
 教育研究経費  

△ 56.5 57.5 60.7 60.1 59.8 
 経 常 収 入   

医療経費比率 
 医 療 経 費   

△ 50.7 51.4 54.2 54.2 54.4 
 経 常 収 入   

管理経費比率 
 管 理 経 費   

▼ 1.8 2.0 2.0 2.0 1.8 
 経 常 収 入   

借入金等利息比率 
 借入金等利息  

▼ 0.5 0.4 0.4 0.4 0.3 
 経 常 収 入   

事業活動収支差額比率 
基本金組入前当年度収支差額 

△ 3.1 0.1 -4.6 -4.9 -3.1 
 事業活動収入  

基本金組入後収支比率 
 事業活動支出  

▼ 109.2 105.7 114.0 112.5 106.0 
事業活動収入-基本金組入額 

学生生徒等納付金比率 
 学生生徒等納付金  

～ 9.2 9.0 9.0 8.4 7.6 
 経 常 収 入   

寄付金比率 
 寄 付 金  

△ 0.9 1.4 0.7 0.7 1.5 
 事業活動収入  

経常寄付金比率 
 教育活動収支の寄付金  

△ 0.8 1.3 0.6 0.6 1.5 
 経 常 収 入   

補助金比率 
 補 助 金  

△ 6.5 7.3 5.3 3.5 5.1 
 事業活動収入  

経常補助金比率 
 教育活動収支の補助金  

△ 6.5 6.9 5.0 3.5 4.8 
 経 常 収 入   

基本金組入率 
 基本金組入額  

△ 11.2 5.4 8.2 6.8 2.7 
 事業活動収入  

減価償却額比率 
 減 価 償 却 額  

～ 7.7 7.4 7.9 7.7 7.2 
 経 常 支 出   

経常収支差額比率 
 経常収支差額  

△ 2.9 0.5 -4.9 -4.9 0.1 
 経 常 収 入   

教育活動収支差額比率 
 教育活動収支差額  

△ 3.4 0.9 -4.5 -4.6 0.4 
 教育活動収入計  

  評価：△高い値が良い ▼低い値が良い ～どちらともいえない   

参考：新学校法人会計基準の財務比率に関するガイドライン（日本私立大学連盟） 
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比   率 算   式 評 Ｒ03年度 Ｒ04年度 Ｒ05年度 Ｒ06年度 Ｒ07年度 

固定資産構成比率 
 固 定 資 産  

▼ 73.3 
 

70.9 
 

73.1 
 

74.8 
 

68.7 
 総 資 産  

有形固定資産構成比率 
 有形固定資産  

▼ 64.6 65.1 69.5 
 

71.9 
 

66.4 
総 資 産 

特定資産構成比率 
 特 定 資 産  

△ 5.8 
 

3.1 
 

1.2 
 

1.1 
 

1.0 
 総 資 産  

流動資産構成比率 
 流 動 資 産  

△ 26.7 
 

29.1 
 

26.9 
 

25.2 
 

31.3 
 総 資 産  

固定負債構成比率 
 固 定 負 債  

▼ 39.4 
 

38.3 
 

39.1 
 

41.4 
 

41.2 
 総負債＋純資産  

流動負債構成比率 
 流 動 負 債  

▼ 12.9 
 

14.3 
 

14.6 
 

14.0 
 

18.2 
 総負債＋純資産  

内部留保資産比率 
運用資産－総負債 

△ -33.6 
 

-36.7 
 

-40.5 
 

-46.3 
 

-47.4 
 総 資 産  

運用資産余裕比率 
 運用資産－外部負債  

▼ -27.7 -30.7 -30.7 
 

-31.5 
 

-31.5 
経 常 支 出 

純資産構成比率 
 純 資 産  

～ 47.7 
 

47.4 
 

46.3 
 

44.6 
 

40.6 
 総負債＋純資産  

繰越収支差額構成比率 
 繰越収支差額  

△ -95.1 
 

-98.8 
 

-115.7 
 

-134.8 
 

-132.5 
 総負債＋純資産  

固定比率 
 固 定 資 産  

△ 153.7 
 

149.6 
 

157.9 
 

167.6 
 

169.2 
 純 資 産  

固定長期適合率 
 固 定 資 産  

△ 84.2 
 

82.8 
 

85.6 
 

87.0 
 

84.0 
 純資産＋固定負債  

流動比率 
 流 動 資 産  

△ 206.3 
 

203.2 
 

184.2 
 

180.1 
 

171.8 
 流 動 負 債  

総負債比率 
 総 負 債  

△ 52.3 
 

52.6 
 

53.7 
 

55.4 
 

59.4 
 総 資 産  

負債比率 
 総 負 債  

～ 109.8 
 

110.9 
 

116.0 
 

124.0 
 

146.4 
 純 資 産  

前受金保有率 
 現 金 預 金  

△ 883.9 
 

916.4 
 

829.8 
 

508.8 
 

724.8 
 前 受 金  

基本金比率 
 基 本 金  

△ 95.4 
 

94.8 
 

95.6 
 

97.3 97.7 
 基本金要組入額  

減価償却比率 
 減価償却累計額  

～ 61.5 62.2 63.4 65.6 68.9 
 減価償却資産取得価額  
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比   率 算   式 評 Ｒ03年度 Ｒ04年度 Ｒ05年度 Ｒ06年度 Ｒ07年度 

積立率 
 運 用 資 産  

～ 21.4 17.5 13.0 7.9 10.1 
 要 積 立 額  

 

（６）その他 

◆資産運用の状況 

学校法人愛知医科大学資金運用規程に基づき，本年度は資産運用を実施していない。 

 

◆学校債の状況 

摘要 人数 金額 備考 

１  令和元年度発行 1 人 10,000,000円 令和８年６月 

２  令和元年度発行 1 人 10,000,000円 令和９年６月 

３  令和３年度発行 10 人 110,000,000円 令和９年６月 

４  令和３年度発行 1 人 10,000,000円 令和11年６月 

５  令和４年度発行 4 人 40,000,000円 令和10年６月 

６  令和４年度発行 1 人 10,000,000円 令和11年６月 

７  令和５年度発行 1 人 10,000,000円 令和12年６月 

８  令和５年度発行 8 人 80,000,000円 令和11年６月 

９  令和５年度発行 1 人 10,000,000円 令和12年６月 

10  令和６年度発行 5 人 50,000,000円 令和12年６月 

11  令和６年度発行 1 人 10,000,000円 令和13年６月 

12  令和７年度発行 2 人 20,000,000円 令和13年６月 

 

◆寄付金の状況（単位：千円） 

科目 Ｒ03年度 Ｒ04年度 Ｒ05年度 Ｒ06年度 Ｒ07年度 

特別寄付金 202,750 547,787 183,470 244,178 818,078 

一般寄付金 218,253 163,518 135,180 106,875 117,987 

現物寄付金 45,068 39,924 52,383 39,538 27,781 

合  計 466,071 751,229 371,033 390,591 963,849 

※科目毎に千円未満を四捨五入しているため，合計は必ずしも一致しない。 

◆補助金の状況（単位：千円） 

科目 Ｒ03年度 Ｒ04年度 Ｒ05年度 Ｒ06年度 Ｒ07年度 

 国庫補助金 1,387,387 1,485,818 1,743,849 1,377,500 2,445,436 

 地方公共団体補助金 2,160,678 2,543,132 1,155,625 686,836 834,438 

 若手・女性研究者奨励金 0 0 400 0 0 

合  計 3,548,064 4,028,950 2,899,873 2,064,336 3,279,873 

※科目毎に千円未満を四捨五入しているため，合計は必ずしも一致しない。 
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◆外部資金の受入状況（科学研究費助成事業） 

年 度 

新 規 継続 注２ 計 

申請件数

(件) 
 注 1） 

採 択 注1)注 2) 
継続

件数 

(件) 

直接経費 

(間接経費) 

(円) 

全件数 

(件) 

直接経費 

(間接経費) 

(円) 件数 

直接経費 

(間接経費) 

(円) 

Ｒ03年度 200 47 
71,170,000 

(21,210,000) 
107 

117,900,000 

(35,070,000) 
154 

189,070,000 

(56,280,000) 

Ｒ04年度 200 54 
73,950,000 

(21,750,000) 
103 

119,600,000 

(35,880,000) 
157 

193,550,000 

(57,630,000) 

Ｒ05年度 177 53 
74,980,000 

(22,200,000) 
104 

119,900,000 

(35,970,000) 
157 

194,880,000 

(58,170,000) 

Ｒ06年度 164 57 
96,100,000 

(28,830,000) 
110 

123,800,000 

(37,140,000) 
167 

219,900,000 

(65,970,000) 

Ｒ07年度 182 52 
72,200,000 

(21,660,000) 
103 

134,100,000 

(40,230,000) 
155 

206,300,000 

(61,890,000) 

 

 

（７）経営状況の分析，経営上の成果と課題，今後の方針・対応方策 

〇経営状況の分析 

本学の経営基盤は，学納金・補助金収入及び医療収入にあり，教育・研究・医療の質を 

支える根幹であります。建学の精神に掲げる「教養豊かな臨床医の養成」，「地域社会に奉 

仕できる医師の養成」等の理念のもと，教育・研究・診療を一体として推進しています。 

一方で，人件費の増加や物価・エネルギー価格の変動を背景に，経営環境は引き続き厳 

しい状況にあり，加えて，少子高齢化の進行，疾病構造の変化，大学間や医療機関間の競 

争激化など，本学を取り巻く外部環境は大きく変化しており，持続可能な運営に向けた経 

営改革が一層求められています。 

 

〇経営上の成果と課題 

令和７年度は，大学への寄付金・補助金の増加，病院での医療収入の増加，および全学 

での支出削減により経常収支の黒字化を達成しました。具体的には，教育・研究面では， 

国家試験対策や教育内容の改善により一定の成果を維持するとともに，入試制度改革や広 

報の強化により志願者基盤の確保を図り，大学院機能の充実や研究支援体制の強化を通じ 

て，教育研究基盤の整備を着実に進めました。診療面では，本院における高度急性期医療 

の充実と救急医療体制の強化により，地域における中核的役割を一層明確化し，本院・メ 

ディカルセンター・眼科クリニックの機能分化と連携を進め，医療提供体制の整備が進展 

しました。 

しかしながら，人件費や材料費などの固定費の増加と収益構造との乖離は依然として大 

きく，収支構造の改善は喫緊の課題であります。また，ＤＸ投資の効果発現と経営への実 

装，組織横断的なＰＤＣＡの体制の実効性確保など，経営管理の高度化に向けた課題も顕 

在化しています。 
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〇今後の方針・対応方策 

今後は，収入の最大化と支出の適正化を両立させた持続可能な経営体制の確立を図る必

要があります。教育・研究面では，入試戦略の高度化と教育の質向上を通じて学納金収入

基盤の安定化と研究活動の活性化により補助金収入の増加を図ります。また，高齢化社会

に対応した医療人材の育成を一層強化するため，新たに総診・内科救急センターを設置

し，総合的に患者を診る能力を備えた医師の養成を推進します。診療面では，機能分化と

地域連携の深化により医療収入の安定化を進めるとともに，大学病院としての高度医療機

能を維持・強化し，令和８年度診療報酬改定を見据え，ベースアップ評価の動向も踏まえ

ながら，人材確保と処遇改善を両立する持続可能な構造の構築に取り組み，あわせて，循

環型診療システムの実装を進め，救急から在宅まで切れ目のない医療提供体制の確立を図

ります。運営面では，人件費を中心とした固定費の適正化を進めるとともに，働き方改革

と一体となった人事給与制度の見直しにより，職員が能力を最大限発揮できる組織体制を

構築し，ＤＸを経営改革の中核と位置付け，情報の一元化・可視化を進めることで，全学

の部門別の経営管理を高度化し，迅速かつ適切な意思決定を可能とする体制を整備するよ

う進めます。 

本学は，学是「具眼考究」のもと，本質を見極め不断に改革を進めることで，次の50年 

に向けてさらなる発展と飛躍を実現し，社会から信頼され選ばれる医科大学であり続ける 

ことを目指していきます。 
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７．法人・会議関係 

（１）令和７年度理事会関係 

  ① 第１回理事会 令和７年４月１日（月）本学第１会議室 

    主な議題 

    ・ 業務執行理事の選定の件 

 

  ② 第２回理事会 令和７年５月13日（月）Ｗｅｂ会議方式 

    主な議題 

・ 令和７年度第２回評議員会への提案議案の件 

 

  ③ 第３回理事会 令和７年５月26日（月）本学第１会議室 

    主な議題 

・ 事務局長人事の件 

・ 寄附行為第32条第１項第１号評議員の選任等の件 

・ 寄附行為第32条第１項第２号評議員の選任等の件 

・ 令和６年度事業報告の件 

・ 令和６年度決算の件 

・ 令和６年度監査報告の件 

・ 令和７年度予算の補正の件 

・ 理事の競業取引及び利益相反取引の件 

・ 愛知医科大学大学院学則の一部改正の件 

・ 令和８年度愛知医科大学大学院学生募集の件 

 

  ④ 第４回理事会 令和７年７月28日（月）Ｗｅｂ会議方式 

主な議題 

・ 理事の競業取引及び利益相反取引の件 

・ 名誉教授の称号授与の件 

 

  ⑤ 第５回理事会 令和７年９月16日（火）Ｗｅｂ会議方式 

    主な議題 

・ 令和７年度第３回評議員会への提案議案の件 

 

⑥ 第６回理事会 令和７年９月29日（月）本学第１会議室 

    主な議題 

・ 施設及び医療機器の整備に係る資金の件 

・ 令和７年度予算の補正の件 

・ 会計監査人の報酬の件 

・ 学校法人愛知医科大学就業規則の一部改正の件 
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・ 医学部の入学定員増に係る認可申請の件 

・ 愛知医科大学病院規程の一部改正の件 

・ 事務組織再編に伴う規則整備の件 

 

⑦ 第７回理事会 令和７年11月25日（火）Ｗｅｂ会議方式 

主な議題 

・ 令和７年度第４回評議員会への提案議案の件 

 

⑧ 第８回理事会 令和７年12月8日（月）本館第１会議室 

  主な議題 

・ 施設及び医療機器の整備に係る資金の件 

・ 令和７年度予算の補正の件 

・ 大学債及び寄附金の募集の件 

・ 学校法人愛知医科大学役員及び評議員の報酬等の支給の基準の一部改正の件 

・ 学長選任の件 

・ 学校法人愛知医科大学給与規程の一部改正の件 

 

⑨ 第９回理事会 令和８年１月26日（月）本館第１会議室 

    主な議題 

・ 医学部長選任の件 

・ 看護学部長選任の件 

・ 学校法人愛知医科大学働き方改革の実施に伴う臨床系教員の勤務時間等の特例 

に関する規程の一部改正の件 

 

⑩ 第10回理事会 令和８年３月９日（月）Ｗｅｂ会議方式 

    主な議題 

・ 令和７年度第５回評議員会への提案議案の件 

 

⑪ 第11回理事会 令和８年３月23日（月）本学第１会議室 

    主な議題 

・ 寄附行為第32条第１項第１号評議員の選任等の件 

・ 理事の競業取引及び利益相反取引の件 

・ 名誉教授の称号授与の件 

・ 愛知医科大学名誉学長授与規程の制定の件 

・ 名誉学長の称号授与の件 

・ 令和８年度事業計画の件 

・ 令和８年度予算の件 

・ 令和７年度予算の補正の件 
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・ 学校法人愛知医科大学経理規程の一部改正の件 

・ 愛知医科大学病院副院長規程の一部改正の件 

・ 役員賠償責任保険の更新の件 

・ 令和９年度愛知医科大学大学院学生募集の件 

・ 令和９年度愛知医科大学学生募集の件 

 

（２）令和７年度評議員会関係 

 ① 第１回評議員会 令和７年４月１日（月）本学第１会議室 

   主な議題 

・ 寄附行為第７条第１項第２号理事の選任の件 

 

  ② 第２回評議員会 令和７年５月26日（月）本学第１会議室 

   主な議題 

・ 寄附行為第32条第１項第３号評議員の選任等の件 

・ 寄附行為第７条第１項第２号理事の選任等の件 

・ 会計監査人の選任の件 

・ 令和６年度事業報告の件 

・ 令和６年度決算の件 

・ 令和６年度監査報告の件 

・ 令和７年度予算の補正の件 

 

③ 第３回評議員会（令和７年９月29日（月）本学第１会議室） 

    主な議題 

・ 施設及び医療機器の整備に係る資金の件 

・ 令和７年度予算の補正の件 

 

  ④ 第４回評議員会（令和７年12月８日（月）本学第１会議室） 

主な議題 

・ 施設及び医療機器の整備に係る資金の件 

・ 令和７年度予算の補正の件 

・ 大学債及び寄附金の募集の件 

・ 学校法人愛知医科大学役員及び評議員の報酬等の支給の基準の一部改正の件 

 

  ⑤ 第５回評議員会（令和８年３月23日（月）本学第１会議室） 

主な議題 

・ 寄附行為第７条第１項第１号理事の選任の件 

・ 監事の権利義務の確認の件 

・ 令和８年度事業計画の件 
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・ 令和８年度予算の件 

・ 令和７年度予算の補正の件 

 

（３）役員賠償責任保険 

   保険期間：令和８年４月１日午後４時から令和９年４月１日午後４時まで 

   補償内容：役員・評議員に関する補償 10億円（支払限度額） 

 

（４）学校法人の業務の適正を確保するための体制（内部統制システム）の整備及び運用状 

況の概要 

〇 関係する決議の概要 

令和７年４月１日施行の私立学校法の趣旨を踏まえ，本法人では内部統制システム

の整備を重要課題として位置づけ，「学校法人愛知医科大学リスク管理規程」の整備

を行い，体制の構築を進めています。 

〇 体制整備及び運用状況の概要 

① 理事の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制 

理事会及び常任理事会の議事録，重要な決裁文書その他理事の職務執行に係る情

報については，関係規程に基づき適切に作成・保存・管理しており，必要に応じて

閲覧可能な体制を整備しています。 

② 損失の危険の管理に関する規程その他の体制 

リスク管理規程に基づき，理事長を最高責任者，法人本部長を統括責任者，各部

局長を部局責任者とする全学的なリスク管理体制を整備しています。 

また，リスク管理に関する重要事項を審議するためのリスク管理委員会を設置し，

基本方針の策定，リスクの点検・見直し，教育研修の推進等を行う体制を構築して

います。 

③ 理事の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制 

理事会及び常任理事会の適切な役割分担のもと，重要事項の審議・決定及び業務

執行状況の報告を通じて進捗管理を行っています。あわせて，職務権限及び意思決

定手続の明確化により，効率的な業務運営を確保しています。 

④ 職員の職務の執行が法令及び寄附行為に適合することを確保するための体制 

関係法令及び学内規程の周知徹底によりコンプライアンス意識の向上を図ると

ともに，内部監査機能により業務の適法性及び適正性の確保を推進しています。 

⑤ 監事の監査が実効的に行われることを確保するための体制等 

監事は理事会等の重要会議に出席し，業務執行状況の報告を受けるとともに，必

要に応じて関係部署から説明を受ける体制としています。また，監査室との連携に

より情報共有を図り，監査の実効性向上に努めています。 
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附属明細書 

 

 

事業報告書の内容を補足すべき重要な事項については，該当事項はありません。 
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